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10
月
28
日
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

（
地
質
遺
産
公
園
）委
員
会
が
東
京

で
開
催
さ
れ
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
国
内
候
補
地
に

「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク（
京
都
府
、

兵
庫
県
、鳥
取
県
）」が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

同
委
員
会
か
ら
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
会
長
の
中
貝

市
長
に
国
内
候
補
地
決
定
の
連
絡

が
あ
り
、市
で
は
、市
役
所
本
庁
舎

に
懸
垂
幕
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、昨
年
の
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
国
内

候
補
地
落
選
後
、協
議
会
内
に
専

門
部
会
を
設
置
し
、山
陰
海
岸
の

持
つ
地
質
遺
産
を
分
か
り
や
す
く

語
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
申
請
を
行
い
、

登
録
を
目
指
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》観
光
課

　

☎
21
－
9
0
1
6

はさかり岩（竹野町切浜）

玄武洞公園（赤石）

神鍋高原（日高地域）

懸垂幕（市役所）
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ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
科
学
的
見
地

か
ら
特
別
に
重
要
で
貴
重
な
、
あ

る
い
は
美
し
い
地
質
遺
産
を
複
数

含
む
地
質
遺
産
公
園
の
こ
と
で
す
。

　

世
界
遺
産
と
異
な
る
点
は
、
ジ

オ
ツ
ア
ー
な
ど
の
教
育
・
普
及
活

動
や
、
ジ
オ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た

経
済
活
動
を
含
め
て
評
価
さ
れ
る

こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
日
本
列
島
が
ア
ジ
ア

大
陸
の
一
部
で
あ
っ
た
時
代
の
岩

石
か
ら
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
景

観
が
確
認
で
き
る
山
陰
海
岸
国
立

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
?

▲「候補地決定」の連絡を受け
大喜びの中貝市長

公
園︵
昭
和

年
、
日
本
で

番

目
に
誕
生
︶を
中
心
と
し
た
﹁
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
﹂
を
、
京
都

府
・
兵
庫
県
・
鳥
取
県
の
民
間
団

体
や
行
政
機
関
が
連
携
し
、
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

エ
リ
ア
は
、
京
都
府
京
丹
後
市

の
経
个
岬
と
鳥
取
県
鳥
取
市
白は
く

兎と

海
岸
の
間
の
東
西
約
1
1
0
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
最
大

キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
エ
リ
ア
で
す
。

　

本
市
で
は
、竹
野
海
岸
、日
和

山
、玄
武
洞
公
園
、神
鍋
高
原
な
ど

の
地
質
遺
産
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 　

平
成

年
に
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
協
議
会︵
参
加

団
体
︶が

結
成
さ
れ
、
豊
岡
市
も
加
わ
り
ま

し
た
。

　

平
成

年
に
、
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
よ
う
申

請
し
ま
し
た
が
、
国
内
候
補
地
に

選
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
再
度
申
請
し
、

月

日
、
申
請
の
あ
っ
た

候
補
地
中
、
唯
一
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
国
内
候
補
地
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ
の
加
盟
申
請
は
、

月

日

ま
で
に
行
う
予
定
で
す
。

　

来
年

月
以
降
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
が
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
を
訪
れ
、
夏
以
降
に
登
録

認
定
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ
の
登
録
審
査
で
は
、
地
域

で
の
ジ
オ
活
動
︹
ジ
オ
サ
イ
ト

︵
個
々
の
地
質
遺
産
︶の
保
護
保
全

や
、
ガ
イ
ド
付
き
ツ
ア
ー
、
ジ
オ

サ
イ
ト
を
活
用
し
た
学
習
会
、
経

済
活
動
な
ど
︺
が
大
き
な
要
素
と

な
り
ま
す
。

　

国
内
候
補
地
に
決
定
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
ジ
オ
活
動
が
活

性
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

玄
武
岩
の﹁
玄げ
ん

さ
ん
﹂も
こ
れ
ら

の
ジ
オ
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

構
想

エ
リ
ア

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
道
筋

地
域
の
ジ
オ
活
動
が

期
待
さ
れ
る

山陰海岸ジオパークエリア

山陰海岸国立公園

新温泉町
京丹後市

鳥取市東部

0 25km 50km

日本海

香美町

兵庫県
鳥取県

京都府豊岡市岩美町

世界登録を目指します！

世界ジオパークネットワークへの道筋



な
く
し
た
大
切
な
も
の
を
取
り
戻
す

そ
し
て
守
り
、
育
て
、
伝
え
る

東
京
で
開
催

寺門孝之 作
　左にいる生き物は、人を含む生きものすべてのシンボ
ル。コウノトリ、コウノトリが食べるドジョウ、すべて
の生きものが、１つの宇宙を現す円環の中で一直線上に
並び、親密な関係があることを表しています。

　

市
で
は
、
11
月
10
日
、
東
京
都

港
区
六
本
木
で
情
報
発
信
イ
ベ
ン

ト「
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン（
展
覧

会
）」を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「
な
く
し
た
大
切
な

も
の
を
取
り
戻
す
。
そ
し
て
守
り
、

育
て
、
伝
え
る
」と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
豊
岡
固
有
の
自
然
や

歴
史
、
伝
統
、
文
化
に
根
ざ
し
た

ま
ち
づ
く
り
や
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を

シ
ン
ボ
ル
と
し
た
環
境
都
市
づ
く

り
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
で
は
、
テ
レ

ビ
局
、
新
聞
・
雑
誌
社
、
広
告
代

理
店
、
百
貨
店
、
旅
行
業
者
な
ど

を
招
待
し
て
、
豊
岡
の
魅
力
や
先

進
的
な
取
組
み
を
紹
介
す
る
た
め

に
、
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
東
京
で
開
催
し
、
当
日
は

1
0
3
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

2
部
構
成
で
豊
岡
の
生
き
様ざ
ま

や

魅
力
を
訴
え
、
参
加
者
か
ら
は
、

豊
岡
に
興
味
を
持
っ
た
と
い
う
声

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
秘
書
広
報
課
情
報
戦

　

略
係
☎
23

－

１
１
１
１

な
く
し
た
大
切
な
も
の
を
取
り
戻
す

そ
し
て
守
り
、
育
て
、
伝
え
る

東
京
で
開
催

な
く
し
た
大
切
な
も
の
を
取
り
戻
す

そ
し
て
守
り
、
育
て
、
伝
え
る

東
京
で
開
催

▲豊岡エキシビション
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●
豊
岡
お
国
話

●
豊
岡
の
紹
介

▲豊岡を紹介する中貝市長

▲豊岡お国話をするコメンテーターとパネリストら

小
さ
な
世
界
都
市
を
目
指
し
て

第
１
部「
豊
岡
を
語
る
」

第
２
部「
豊
岡
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

▲豊岡の位置を紹介する市職員▲出石皿そばの試食

▲豊岡の卓越した技術を紹介▲コウノトリ育むお米で作ったお酒の試飲

広報とよおか　2009.11.255
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市
で
は
、
よ
り
良
い
就
学
前
の
教
育
・
保
育
を
推
進
す
る
た
め
、

幼
稚
園
と
保
育
所
の
あ
り
方
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
豊
岡
市
幼
保
対
策
審
議
会
に
諮
問

し
、
答
申
を
受
け
、
市
民
説
明
会
や
地
域
懇
談
会
な
ど
を
開
催
し
、

総
合
的
に
検
討
を
進
め
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の
目
指
す
べ
き
基
本
方
向
や
具
体

的
方
策
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
企
画
課
☎
21

－

9
0
0
3

進
行
す
る
少
子
化
の
中
で
よ
り
良
い
就
学
前
の
教
育
・
保
育
を
推
進

「
豊
岡
市
に
お
け
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方
」計
画
を
策
定

●
減
少
す
る
園
児
数

●
老
朽
化
の
進
む
園
舎

●
少
集
団
の
教
育
・
保
育
に
不
安

●
在
宅
4
歳
児
の

集
団
生
活
が
で
き
る
環
境

▲ハロウィンデー（城南保育園）

0

500

1,000

1,500

2,000
（人）

（人）

H2年度

1,611 1,529
1,670

1,758
1,645

1,313

4,492 今後20年間で
約1,200人の減（▲37％）

3,838

3,214
2,671

2,354
2,1832,013

1,134

963
847 799

2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年

H7年度 H12年度 H17年度 H21年度

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

グラフ 1 幼稚園・保育所園児数の推移

0～4歳児の将来推計人口グラフ 2

幼稚園：19年間で約500人
の減（▲39％）

保育所：ほぼ横ばい

現
況
と
課
題

「豊岡市における幼稚園・保育所のあり方」計画を策定
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①
認
定
こ
ど
も
園
の
導
入

②
小
規
模
な
公
立
幼
稚
園
の
再
編

③
幼
稚
園
の
2
年
保
育
の
導
入

　
（
認
定
こ
ど
も
園
の
短
時
間
児

を
含
む
）

④
一
元
化
お
よ
び
再
編
に
よ
る
施

設
利
用

⑤
民
間
活
力
の
導
入

⑥
保
育
者（
教
諭
・
保
育
士
）の
研

修
体
制
の
確
立

目
指
す
べ
き
基
本
方
向

適
正
規
模
の
考
え
方

豊岡市の目指す認定こども園

幼稚園と保育所の機能を併せ持ち、就学前
の教育・保育を一体として捉え、一貫して
提供する新たな枠組み

就学前の子どもに
幼児教育・保育を提供

地域における子育て支援

保
育
所

幼
稚
園

〈認定こども園の1日の流れ〉（参考例）

≪共通の教育・保育時間≫

「豊岡市における幼稚園・保育所のあり方」計画を策定

基
本
方
向
を

実
現
す
る
た
め
の
方
策
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●
通
園
対
策
を
し
ま
す

●
通
園
区
域
は

●
保
育
料
を
助
成
し
ま
す

●
給
食
は

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
幼
稚
園

児
の
利
用
基
準
を
見
直
し
ま
す

●
計
画
の
推
進
に
当
た
る
留
意
点
は

実
現
に
向
け
た

具
体
的
な
方
策

新
し
い
就
学
前
の

教
育
・
保
育
の
実
践
方
向

〈受入基準と保育料〉
区分 年齢 受入基準 保育料 給食

幼稚園
公立 4・5歳児

保育を希
望する子

市が定めた幼稚園保育料
なし

私立 3～5歳児 園が定めた保育料

保育所
公立

0～5歳児 保育に欠
ける子

市が定めた保育所保育料
（年齢・所得に応じたもの）

有

私立

認
定
こ
ど
も
園

公立

短時
間児 4・5歳児 保育を希

望する子 市が定めた幼稚園保育料

長時
間児 0～5歳児 保育に欠

ける子
市が定めた保育所保育料
（年齢・所得に応じたもの）

私立

短時
間児 4・5歳児 保育を希

望する子
園が定めた保育料（市の
幼稚園保育料を参考）

長時
間児 0～5歳児 保育に欠

ける子
園が定めた保育料（市の
保育所保育料を参考）

 ※公立幼稚園、公立私立の認定こども園（短時間児）は、上記保育料のほか 
 　に別途教材費が必要な場合があります。

「豊岡市における幼稚園・保育所のあり方」計画を策定
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《年次計画・編成案》

※編成案の具体化に当たっては、関係社会福祉法人と今後も協議していくとともに、計画年次の早い
地域を優先して、順次、内容の地域説明などを行うこととしています。
※本計画は、市ホームページ「子育て・子ども情報」に掲載しています。

※編成案の具体化に当たっては、関係社会福祉法人と今後も協議していくとともに、計画年次の早い

ブロ
ック 現状 編成案 ブロ

ック 現状 編成案

A

（現状維持）平成25年度～2年保育

J

（現状維持）平成24年度～2年保育

（現状維持）平成25年度～2年保育 （現状維持）

（現状維持）平成25年度～2年保育 （現状維持）

（現状維持） （現状維持）

B
平成25年度～ （現状維持）

K

平成24年度～

Ｃ

平成25年度～

平成24年度～
（現状維持）

（現状維持）

（現状維持）

L

平成24年度～

D
平成25年度～

（現状維持）

E

（現状維持）平成25年度～2年保育 （現状維持）

平成26年度～

M
平成27年度～

（現状維持）平成25年度～2年保育

（現状維持）平成25年度～2年保育

N

平成23年度～

F
平成25年度～

平成23年度～

G
平成23年度～ 平成23年度～

H

平成24年度～

合　

計

計　51園 計　33園

（現状維持）

I

平成24年度～

公立日高幼稚園公立豊岡めぐみ幼稚園

私立八代保育園

私立蓼川保育園

公立豊岡ひかり幼稚園

公立田鶴野幼稚園

私立蓼川第二保育園

公立八条幼稚園 私立静修保育園

私立豊陵保育園

公立三方幼稚園公立城南保育園

公立五荘幼稚園 私立三方保育園

公立清滝幼稚園公立奈佐幼稚園

公設民営清滝保育園私立近大附属幼稚園

公立西保育園 公設民営西気保育園

公立出石幼稚園私立チャイルドハウス保育園

公立寺坂幼稚園公立三江幼稚園

公立福住幼稚園

公立中筋幼稚園 私立出石愛育園

私立みえ保育園

公立新田幼稚園 私立小坂保育園

公立小坂幼稚園
公立東保育園

公立小野幼稚園

公立合橋幼稚園公立神美幼稚園

公立合橋保育園公立港東幼稚園

公立高橋幼稚園公立港西幼稚園

私立城崎保育園 公立資母保育園

公立高橋保育園公立港保育園

公立資母幼稚園公立城崎幼稚園

公立府中幼稚園

公立竹野幼稚園

公立森本へき地保育園

公立中竹野幼稚園

公立竹野保育園

私立こくふ保育園

公立認定こども園

公立再編幼稚園

私立認定こども園

私立保育園

公立認定こども園

私立認定こども園

公立認定こども園

私立認定こども園

私立認定こども園

私立認定こども園

公立再編幼稚園

私立認定こども園

公立認定こども園

公立認定こども園

私立幼稚園　  1園 私立幼稚園　  1園

公立認定こども園

公立幼稚園　27園 公立幼稚園　10園

公立保育所　  9園 公立保育所　  2園

公設民営保育所 2園 私立保育所　  8園

私立保育所　12園 公立認定こども園 6園

私立認定こども園 6園

「豊岡市における幼稚園・保育所のあり方」計画を策定
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20

19

19

小
学
１
年
生
の
体
力
状
況

豊
岡
市
は
全
国
平
均
よ
り
優
れ
て
い
ま
す

　

新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
見
た
、平
成
20
年
度
に
お
け
る
本
市

の
小
学
1
年
生
の
体
力
は
、国
や
県
の
数
値
と
比
較
す
る
と
優
れ
て

い
る
種
目
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、幼
児
期（
幼
稚
園
・
保
育
園
児
対
象
）の
運
動
遊
び
を
平
成

19
年
度
か
ら
始
め
た
こ
と（
平
成
19
年
度
の
幼
稚
園
児
は
、平
成
20
年

度
は
小
学
1
年
生
）や
、小
学
校
で
の
体
力
向
上
に
向
け
た
取
組
み
な

ど
が
功
を
奏
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
と
取
組
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》こ
ど
も
教
育
課
☎
23
―
1
4
5
2

新
体
力
テ
ス
ト（
８
種
目
）結
果

　

の
本
市
小
学
１
年
生
と

国
・
県
の
平
均
値
と
の
比
較

優れている種目数 平成20年度 平成19年度 増　減
国との比較 5 3 2
県との比較 7 6 1

〈男子の結果（測定種目：8種目）〉

優れている種目数 平成20年度 平成19年度 増　減
国との比較 8 3 5
県との比較 8 4 4

今
後
の
対
応

平
成
20
年
度
の
小
学
１
年
生
の

体
力
向
上
要
因

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

〈女子の結果（測定種目：8種目）〉

※平成19年度の県との比較４種目のうち、１種目は同数値

▲城崎保育園でのクマさん歩き

▲奈佐幼稚園での大縄跳び

運
動
遊
び
の
目
的



平成19年度（女子）

85

90

95

100

105

110

115

握
力（
㎏
）

上
体
起
こ
し（
回
）

長
座
体
前
屈（
㎝
）

反
復
横
と
び（
回
）

20
m
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン（
回
）

50
m
走（
秒
）

立
ち
幅
と
び（
㎝
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ（
m
）

豊岡市
県
国

平成20年度（女子）

85

90

95

100

105

110

115

握
力（
㎏
）

上
体
起
こ
し（
回
）

長
座
体
前
屈（
㎝
）

反
復
横
と
び（
回
）

20
m
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン（
回
）

50
m
走（
秒
）

立
ち
幅
と
び（
㎝
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ（
m
）

豊岡市
県
国

平成19年度（男子）

85

90

95

100

105

110

115

120

握
力（
㎏
）

上
体
起
こ
し（
回
）

長
座
体
前
屈（
㎝
）

反
復
横
と
び（
回
）

20
m
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン（
回
）

50
m
走（
秒
）

立
ち
幅
と
び（
㎝
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ（
m
）

豊岡市
県
国

平成20年度（男子）

85

90

95

100

105

110

115

120

握
力（
㎏
）

上
体
起
こ
し（
回
）

長
座
体
前
屈（
㎝
）

反
復
横
と
び（
回
）

20
m
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン（
回
）

50
m
走（
秒
）

立
ち
幅
と
び（
㎝
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ（
m
）

豊岡市
県
国
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本市小学１年生の新体力テストの結果

握力
（kg）

上体起
こし
（回）

長座体
前屈
（㎝）

反復横
とび
（回）

20m
シャト
ルラン
（回）

50m走
（秒）

立ち
幅とび
（㎝）

ソフト
ボール
投げ
（m）

国 9.56 11.23 26.38 26.98 16.28 11.57 115.56 9.3
県 9.06 10.9 25.16 25.73 16.72 11.59 110.28 9.09
市 10.1 11.1 27.7 27.5 19.1 11.7 114.5 9.6

握力
（kg）

上体起
こし
（回）

長座体
前屈
（㎝）

反復横
とび
（回）

20m
シャト
ルラン
（回）

50m走
（秒）

立ち
幅とび
（㎝）

ソフト
ボール
投げ
（m）

国 9.68 11.31 26.41 26.2 16.87 11.67 115.6 9.27
県 8.8 10.32 24.73 24.88 17.73 11.66 112.93 9.22
市 9.1 9.9 26.1 24.3 18.1 11.2 113 10.1

握力
（kg）

上体起
こし
（回）

長座体
前屈
（㎝）

反復横
とび
（回）

20m
シャト
ルラン
（回）

50m走
（秒）

立ち
幅とび
（㎝）

ソフト
ボール
投げ
（m）

国 8.85 10.43 28.51 26.49 14.5 11.89 106.56 5.91
県 8.46 9.97 27.2 24.76 13.64 11.98 102.41 5.56
市 9.6 10.9 31.2 26.6 16.3 11.7 106.8 6.1

握力
（kg）

上体起
こし
（回）

長座体
前屈
（㎝）

反復横
とび
（回）

20m
シャト
ルラン
（回）

50m走
（秒）

立ち
幅とび
（㎝）

ソフト
ボール
投げ
（m）

国 8.94 10.38 28.39 25.49 13.89 11.98 106.18 5.86
県 8.14 10.2 27.46 24.36 15.37 11.95 105.33 5.6
市 8.8 9.7 29.7 24.4 14.2 11.7 102.1 5.6

【男子の体力】

【女子の体力】

（国の数値を100として比較しています）
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
12
月
12
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
12
月
7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日

（
月
）・
28
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
5

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

老
年
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
、

原
則
、
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間

と
免
除
さ
れ
た
期
間
を
合
算
し
て

25
年
の
年
金
加
入
期
間
が
必
要
で

す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
年
金
制

度
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
こ

と
や
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
25
年
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、右
記
以
外
に

も
受
給
資

格
期
間
と

し
て
見
な

す
こ
と
が

で
き
る
期

間
が
あ
り

ま
す
。そ

れ
を「
合

算
対
象
期

間
」と
言

い
ま
す
。

※「
合
算
対
象
期
間
」は
、保
険
料

を
納
付
し
て
い
な
い
の
で
、年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
生
年
月
日
に
よ
り
、
25
年
の
資

格
期
間
が
な
く
て
も
受
給
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
合
算
対
象
期
間
と
は

①
厚
生
年
金
や
船
員
保
険
お
よ

び
共
済
年
金
加
入
者
の
配
偶
者

で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な

か
っ
た
期
間

②
被
用
者
年
金
制
度
な
ど
か
ら
支

給
さ
れ
る
老
齢（
退
職
）年
金
の

受
給
者
ま
た
は
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
た
方
と
そ
れ
ら
の
配

偶
者
、
障
害
年
金
受
給
者
と
そ

の
配
偶
者
、
遺
族
年
金
受
給
者

で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な

か
っ
た
期
間

③
学
生（
夜
間
制
、
通
信
制
を
除

く
）で
あ
っ
て
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

④
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま

で
に
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
方
、

ま
た
は
永
住
許
可
さ
れ
た
方
の

海
外
在
住
期
間
と
取
得
・
許
可

前
の
昭
和
56
年
12
月
ま
で
の
在

日
期
間

⑤
日
本
人
で
あ
っ
て
海
外
移
住
し

て
い
た
期
間

⑥
国
民
年
金
の
任
意
脱
退
の
承
認

を
受
け
て
、
国
民
年
金
の
被
保

険
者
に
な
ら
な
か
っ
た
期
間

⑦
国
会
議
員
や
地
方
議
員
で
あ
っ

た
期
間
の
う
ち
該
当
す
る
期
間

⑧
昭
和
61
年
3
月
31
日
以
前
に
厚

生
年
金
や
船
員
保
険
の
脱
退
手

当
金
を
受
け
た
期
間
、
ま
た
は

共
済
組
合
の
退
職
一
時
金
を
受

け
た
期
間

⑨
厚
生
年
金
保
険
や
船
員
保
険
の

被
保
険
者
お
よ
び
共
済
組
合
の

組
合
員
期
間
の
う
ち
20
歳
未
満

ま
た
は
60
歳
以
上
の
期
間

※
任
意
加
入
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
強
制
加
入
対
象
外
に
希

望
す
れ
ば
加
入
で
き
た
期
間

※
①
か
ら
⑦
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
期
間
に
限
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
豊
岡
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
18
年
4
月
か
ら
障
害
基
礎

年
金
は
、
厚
生
老
齢
年
金
や
遺
族

厚
生
年
金
、
退
職
共
済
年
金
、
遺

族
共
済
年
金
の
い
ず
れ
か
1
つ
と

併
給
で
き
る

よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

次
の
条
件

を
満
た
し
、

何
も
手
続
き

を
し
て
い
な

い
方
は
、
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

に
相
談
く
だ
さ
い
。

・
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

さ
れ
た
記
憶
が
あ
り
、
老
齢
基

礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し

て
い
る
方

・
老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年

金
の
受
給
中
ま
た
は
資
格
の
あ

る
夫
が
亡
く
な
っ
た
方

※
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
期
間
は
、

1
つ
の
年
金
受
給（
選
択
）と
な

り
ま
す
。

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
中
で

　
　

60
歳
以
上
の
方

も
う
一
度
確
認
を
！

年
金
を
受
給
し
て
い
な
い

　
　

65
歳
以
上
の
方

も
う
一
度
確
認
を
!
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

「
日
高
地
区
の
現
状
と
課
題
」が
ま
と
ま
り
ま
し
た

﹁
地
区
構
想
﹂の
策
定
に
向
け
て
③　
　

　

8
月
に
発
生
し
た
台
風
9
号
に

よ
り
、
固
定
資
産
税
の
減
免（
10

月
10
日
発
行
の
市
広
報
紙
に
掲

載
）の
対
象
と
な
る
被
害
を
受
け

た
方
に
は
、
10
月
末
に
申
請
書
類

を
発
送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
書
類

が
届
か
な
い
方
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
減
免
範
囲　

平
成
21
年
度
第
3

期
・
第
4
期
分
の
固
定
資
産
税

（
平
成
21
年
8
月
9
日
以
後
に

納
期
限
の
到
来
す
る
平
成
21
年

度
分
の
税
額
）

▽
要
件

・
土
地
⋮
当
該
土
地（
農
地
、
宅

地
の
ほ
か
、
現
に
使
用
し
て
い

る
駐
車
場
な
ど
）の
面
積
の
2

割
を
超
え
る
被
害
が
あ
っ
た
と

き
※
土
地
の
被
害
と
は
、
流
失
、
埋

没
、
ま
た
は
冠
水
の
た
め
、
ご

み
が
堆
積
し
、
使
用
不
能
、
作

付
不
能
、
ま
た
は
そ
れ
に
近
い

状
態
を
言
い
ま
す
。

・
家
屋
⋮
当
該
家
屋
の
価
格
の
2

割
を
超
え
る
被
害
が
あ
っ
た
と

き

・
償
却
資
産
⋮
当
該
償
却
資
産
の

価
格
の
2
割
を
超
え
る
被
害
が

あ
っ
た
と
き

▽
減
免
率　

4
割
〜
10
割（
被
害

程
度
に
応
じ
て
）

▽
申
請
期
限　

12
月
18
日（
金
）

《
問
合
せ
》
税
務
課
資
産
税
係

　

☎
21
－
9
0
4
6
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

▲水没後の畑

台
風
9
号
災
害
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
免

　
「
日
高
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
」

が
4
月
に
発
足
し
て
か
ら
、
7
カ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

先
進
地
視
察
研
修
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
、
ま
ち
歩
き
、
5

回
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
開
催
に

よ
る
活
動
を
通
じ
、
地
区
の
現
状

と
課
題
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
現
状
と
課
題

を
踏
ま
え
て
、
都
市
計
画
と
し
て

の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
や
方
針

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

■﹁
日
高
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
﹂

の
活
動
経
過

○
9
月
9
日　

第
4
回
日
高
地
区

ま
ち
づ
く
り
会
議

・
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告

・
地
区
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○
10
月
15
日　

第
5
回
日
高
地
区

ま
ち
づ
く
り
会
議

・
地
区
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

発
表
・
意
見
交
換
・
取
り
ま
と

め
○
11
月
1
日　
「
日
高
福
祉
ま
つ

り
」に
資
料
展
示

■
﹁
日
高
地
区
の
現
状
と
課
題
﹂

の
主
な
も
の

・
農
地
の
休
耕
地
や
放
棄
地
が
多

い
・
宅
地
化
さ
れ
た
土
地
で
の
利
用

地
が
多
い

・
用
途
地
域
の
検
討
が
必
要

・
堤
防
の
未
整
備
箇
所
が
あ
る

・
防
火
水
槽
が
少
な
い

・
歩
道
が
な
い
主
要
道
路
が
あ
る

・
道
路
が
狭
い

・
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
が
必

要
・
公
園
の
新
設
や
跡
地
利
用
が
必

要
・
都
市
下
水
路
の
延
長
が
必
要

・
公
共
施
設
の
有
効
利
用
が
必
要

・
防
犯
灯
や
街
路
灯
が
少
な
い

・
ビ
オ
ト
ー
プ
・
花
の
基
地
・

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
が
あ
る

・
円
山
川
や
稲い
な

葉ん
ば

川が
わ

の
景
観
が
良

い
・
花
壇
が
あ
り
、
花
が
い
っ
ぱ
い

・
空
き
店
舗
や
空
き
家
が
多
い

・
住
居
数
や
人
口
が
減
少
し
、
少

子
高
齢
化
し
て
い
る

・
鳥
獣
被
害
が
多
い

　

市
で
は
、今
年
度
か
ら
、小
学
校
区
程
度
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
範
囲

を
対
象
に
、市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け
て
、取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
で
い
る「
日
高
地
区
」の
取
組
み
に
つ
い
て
、2

カ
月
に
1
回
、シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》都
市
整
備
課
計
画
整
備
係
☎
23
－
1
7
1
2

▲日高福祉まつり（資料展示）
▲第５回まちづくり会議（意見発
表）

▲住宅に土砂流入
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市では、｢豊岡市健康行動計画｣“豊岡健康ぷらん”の策定に当たり、一昨年市民アンケートを実施しました。
その調査結果を基に、｢朝ごはん｣の大切さを６回シリーズでお知らせします。

《問合せ》健康増進課☎24-1127

食で健康づくりを応援②

～あなたの朝ごはんメニューは？～

健康川柳

限りある　生命に食と　手をつなぐ
好美

※とよおか健康川柳から

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん

作り方
①米粉と牛乳をボウルに入れて混ぜる。
②野菜とハムは１～２cmのせん切り。
③①②とピザ用チーズを混ぜ合わせる。
④薄く油を敷いたフライパンで両面を蒸し焼
きにする。（５分程度）

⑤こんがり焼けたらのりを巻く。

材料（４人分）
・米粉
 (上新粉、だんごの粉など) 100ｇ
・ジャガイモ 小１個
・タマネギ １/４個
・ハム ２枚　
・青菜(小松菜など) 少々
・牛乳 120cc
・ピザ用チーズ 30ｇ　
・のり・油 適宜エネルギー　190kcal（1人分）

塩分　　　　0.8ｇ／１人分

朝ごはん
簡単レシピの紹介

こめっこお焼き

　季節の野菜を刻んで入れます。野菜を彩りよ
く加えることにより、栄養バランスもよくなり
ます。きんぴらごぼうやひじきの煮物などを加
えてもいいですね！

ステップアップでより健康に！良い習慣を身に付けましょう！

○まずは、少しでも食べるよう
にしてみましょう。

○必ず１つ、できれば2つ以上
と増やしましょう。

朝ごはんを食べる習慣がない人は？
飲み物から始める 食べやすいものを用意する

ステップ1

簡単朝ごはんを作ろう☆
簡単おにぎり のっけて、はさんでパン！

ステップ2

バランスの良い朝ごはんにチャレンジ☆
主食

ステップ3

食べる習慣がついたら

　ごはん・パン・め
ん類など食事の中
心となるもの
（主に炭水化物）

主菜

　魚・肉・卵・大豆
製品などを中心
にしたおかず（主
にたんぱく質）

副菜

　野菜・キノコ類・海藻
類などを中心にした
おかず（カルシウムや
鉄などのミネラルや
ビタミンを多く含む）

○前夜のおかずも利用して！
☆きんぴら＋ごはん➡おにぎり
☆ポテトサラダ＋パン➡サンドイッチ

○主食（黄）、主菜
（赤）、副菜（緑）
の3つをバランス
よく組み合わせ
ましょう！
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を
作
り
ま
す
。

　

砂
丘
の
断
面
や
地
下
ボ
ー
リ
ン

グ
デ
ー
タ
を
調
べ
る
と
、砂
丘
の

で
き
た
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

最
初
は
基
盤
の
火
山
岩
の
上
に

砂
が
堆
積
し
ま
す
が
、水
成
層
か

ら
は
淡
水
や
海
水
の
ケ
イ
ソ
ウ
化

石
が
見
つ
か
り
ま
す
。約
13
万
年

前
に
リ
ス
氷
期
が
終
わ
り
、間
氷

期
に
な
る
と
環
境
は
淡
水
か
ら
海

水
域
に
変
わ
り
ま
す
。

　

次
の
時
代
に
堆
積
し
た
砂
丘

は
、陸
成
層
で
黄
色
か
ら
褐
色
を

し
た
古こ

砂さ

丘き
ゅ
う

と
呼
ば
れ
る
も
の
で

す
。そ
の
間
に
は
、約
9
万
年
前
の

阿
蘇
山
か
ら
の
火
山
灰
が
挟
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
の
約
5
万
年
前
の
褐
色

を
し
た
大
山
火
山
灰
を
境
に
し
て

そ
れ
よ
り
下
が
古
砂
丘
、そ
れ
よ

り
上
を
新
砂
丘
と
名
付
け
て
い
ま

す
。新
砂
丘
の
中
に
黄
色
の
姶あ
い

良ら

火
山
灰（
約
2
万
5
千
年
前
）や

黒
っ
ぽ
い
ク
ロ
ス
ナ
層
も
見
つ

か
り
ま
す
。ク
ロ
ス
ナ
の
中
に
は

縄
文
時
代
の
遺
物
も
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。現
在
よ
り
も
温
暖
で
植

生
も
豊
か
な
の
で
有
機
物
が
多
く
、

少
し
黒
く
見
え
ま
す
。

　

鳥
取
砂
丘
で
は
、あ
る
部
分
は

緑
化
を
し
た
り
、あ
る
部
分
で
は

砂
を
供
給
し
た
り
し
て
砂
丘
を
保

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ�　　　　　　   鳥　取

　

鳥
取
砂
丘
は
、規
模
の
大
き
さ

と
景
観
か
ら
昭
和
30
年（
1
9
5 

5
年
）に
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。東
西
16
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、南
北
2
・
4
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、高
低
差
40
メ
ー
ト
ル
の
日

本
最
大
級
の
海
岸
砂
丘
で
す
。西

の
湖
山
砂
丘
は
鳥
取
空
港
と
し
て
、

東
の
福
部
砂
丘
は
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
畑

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
砂
丘
は
、花か

崗こ
う

岩が
ん

地
帯
を

流
れ
る
千せ
ん

代だ
い

川が
わ

に
運
ば
れ
た
砂
が

海
流
と
季
節
風
と
波
に
よ
っ
て
陸

地
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
で
き
た
も

の
で
す
。陸
地
に
上
が
っ
た
砂
は

風
速
毎
秒
5
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な

る
と
移
動
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
模
様

▲浦富海岸

国道9号

国道9号

至
豊
岡

至
島
根

国道178号

千代川湖山池
山陰本線

因美線

湖山

鳥取

福部

大岩 岩美

東浜

鳥
取
砂
丘

鳥
取
港

日  本  海

鳥
取
空
港

（
湖
山
砂
丘
）

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
畑

（
福
部
砂
丘
）

駟
馳
山

鳥 取 県

遊
覧
船

菜
種
島 浦

富

山
陰
海
岸

学
習
館

城
原
海
岸

Ｎ

図「鳥取」

全
す
る
た
め
の
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。「
鳥
取
大
学
乾
燥
地
研

究
セ
ン
タ
ー
」で
は
、環
境
破
壊
の

要
因
の
1
つ
で
あ
る
地
球
の
砂
漠

拡
大
の
問
題
に
取
り
組
み
、世
界

か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

浦う
ら

富ど
め

海
岸
は
、典
型
的
な
海
食

地
形
の
リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
き
ま

す
。遊
覧
船
に
乗
る
と
海
食
台
・
海

食
洞
門
や
洞
窟
な
ど
起
伏
に
富
ん

だ
絶
景
の
岩
石
海
岸
地
形
を
楽
し

め
ま
す
。ま
た
城し
ら

原は
ら

展
望
台
は
、花

崗
岩
の
菜な

種た
ね

島
が
見
ら
れ
る
絶
景

ポ
イ
ン
ト
で
す
。付
近
の
海
は
透

明
度
25
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
、亜

熱
帯
の
魚
が
見
ら
れ
、海
中
公
園

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。浦
富
海

岸
か
ら
東
へ
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

所
に
あ
る「
山
陰
海
岸
学
習
館
」も

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施

設
の
1
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲ラッキョウ畑

▲鳥取砂丘

図「砂丘断面図」
新砂丘

（約5万年前
  〜現在）
姶良火山灰

（約2.5万年前）

大山火山灰
（約5万年前）

古砂丘
（約13万年前
  〜約5万年前）
阿蘇火山灰

（約9万年前）



京
丹
後
市
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
締
結
と

雇
用
お
よ
び
企
業
活
動
・
誘
致
の
申
し
合
わ
せ
を
し
ま
し
た

（
財
）日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら

資
源
ご
み
分
別
が
優
れ
た
本
市
に
拠
出
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

【
10
月
】

14
日　

市
長
の
出
前
講
座（
但
東

中
、
竹
野
中
）、
19
日（
森

本
中
、
豊
岡
北
中
）、
20

日（
城
崎
中
）

25
日　

豊
岡
市
議
会
議
員
選
挙

28
日　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
、

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
国
内
候
補
地
に
決
定

30
日　

第
60
回
豊
岡
市
美
術
展
開

催（
〜
11
月
3
日
）

【
11
月
】

2
日　

市
長
の
出
前
講
座（
港
中
）

5
日　

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
・
玄
武
岩
の「
玄

さ
ん
」発
表

８
日　

豊
岡
市
民
号（
広
島
県
）実

施（
〜
9
日
）

10
日　

豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
開

催（
東
京
都
）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

11
月
17
日
、
市
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
議
会
役
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

議
長
に
、
岡　

満
夫
さ
ん
、
副

議
長
に
野
口
逸
敏
さ
ん
、
議
会
選

出
の
監
査
委
員
に
伊
賀　

央ひ
ろ
し

さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

　

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

で
す
。

■
常
任
委
員
会

【
企
画
総
務
委
員
会
】

◎
椿
野
仁ひ
と

司し　

○
安
治
川
敏
明

【
市
民
福
祉
委
員
会
】

◎
青
山
憲け
ん

司じ　

○
福
田
嗣つ
ぐ

久ひ
さ

【
文
教
委
員
会
】

◎
奥
村
忠
俊　

○
門か
ど

間ま

雄た
け

司し

【
建
設
経
済
委
員
会
】

◎
升
田
勝
義　

○
宮
田　

弘

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
岡お
か

谷や

邦く
に

人ひ
と　

○
芝
地
邦
彦

■
特
別
委
員
会

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

◎
福
田
嗣
久　

○
木
谷
敏と
し

勝ま
さ

【
交
通
網
問
題
調
査
特
別
委
員
会
】

◎
門
間
雄
司　

○
森
田
健
治

【
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
】

◎
伊
藤　

仁ひ
と
し　

○
古ふ
る

池ち

信
幸

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

◎
森
田　

進　

○
井
上
正ま
さ

治は
る

　

平
成
20
年
度
の（
財
）日
本
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
の
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
費
が
ま
と
ま
り
、
本
市

が
同
協
会
に
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を

委
託
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
と
ペッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
、

異
物
の
混
入
や
汚
れ
の
程
度
が
優

れ
て
お
り
、
費
用
の
低
減
化
に
貢

献
し
た
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
同
協
会
か
ら「
再
商
品
化
合

理
化
拠
出
金
」8
4
9
万
2
3
0

円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
ご
み
分
別
に

対
す
る
理
解
と
、
家
庭
ご
み
収
集

委
託
業
者
や
豊
岡
清
掃
セ
ン
タ
ー

で
の
品
質
管
理
の
徹
底
に
よ
り
実

現
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
適
正
な
ご
み
の
分
別
処

理
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

本
市
と
京
都
府
京
丹
後
市
は
、

地
理
的
条
件
が
似
通
っ
て
お
り
、

共
通
の
地
域
課
題
が
多
い
た
め
、

取
組
み
や
連
携
を
強
化
し
よ
う
と
、

平
成
18
年
度
か
ら
合
同
会
議
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
22
日
の
第
４
回
合
同
会
議

で
、
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
雇
用

お
よ
び
地
元
企
業
活
動
･
企
業
誘

致
促
進
対
策
に
関
す
る
申
し
合
わ

せ
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

市
議
会
役
員
決
定

議
長
は
岡　

満
夫
さ
ん
、副
議
長
は
野
口
逸い

つ

敏と
し

さ
ん

但
東
町
唐
川
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
放
鳥
し
ま
し
た

　

10
月
31
日
、
但
東
町
唐
川
の
放

鳥
拠
点
で
飼
育
し
て
い
た
コ
ウ
ノ

ト
リ
2
羽
が
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
会
長
の
柳
生　

博
さ
ん

と
地
元
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
よ

り
、
放
鳥
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
放
鳥
さ
れ
た
雌
は
、
昭
和

46
年
に
福
井
県
越
前
市（
旧
武た
け
ふ生

市
）で
保
護
さ
れ
、
豊
岡
に
移
さ

れ
た「
武
生
」の
孫
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
越
前
市
で「
コ
ウ
ノ
ト
リ

呼
び
戻
す
農
法
」に
取
り
組
む
農

業
者
ら
も
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

▲コウノトリの放鳥を約 
300人が見守った

監査委員
伊賀　　央

副議長
野口　逸敏

議　長
岡　　満夫

広報とよおか　2009.11.25 16



　

問
題
で
す
。
市
の
鳥
は
コ
ウ
ノ

ト
リ
。
市
の
両
生
類
は
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
。
市
の
花
は
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
、
市
の
木
は
や
な
ぎ
、
市

の
魚
介
は
カ
ニ
。
で
は
、
市
の
石

は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

答
え
は「
玄
武
岩
」で
す
。
ご
存

じ
で
し
た
？

　

そ
の
玄
武
岩
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
誕
生
し
ま
し
た
。
名
付
け
て
、

「
玄
武
岩
の
玄
さ
ん
」で
す
。

　

六
角
形
の
顔
、
ね
じ
り
鉢
巻
き

に
腹
巻
き
、
法は
っ

被ぴ

、
額
に
は
怒
り

の
マ
ー
ク
。
地
方
政
府
の
公
式
発

表
に
よ
り
ま
す
と
、
出
身
地
は
豊

岡
市
。
身
長
2
メ
ー
ト
ル
。
好
き

な
食
べ
物
は
ど
ぶ
ろ
く
、
白
ご
飯
、

そ
し
て
漬
物
で
す
。「
年
齢
は
？
」

と
い
う
記
者
の
質
問
に
答
え
て
、

急
き
ょ
、
推
定
年
齢
1
6
0
万
歳

と
い
う
こ
と
に
。
玄
武
洞
は
、
今

か
ら
約
1
6
0
万
年
前
に
吹
き
出

た
マ
グ
マ
が
冷
え
て
で
き
た
か
ら

で
す
。

　
「
市
の
石
」を
決
め
る
と
い
う
ア

イ
デ
ア
と
玄
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

職
員
が
考
え
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ

ー
ク
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
国
内

候
補
地
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
玄
さ
ん

の
登
場
で
す
。
身
に
着
け
た
法
被

に
は
、ち
ゃ
ん
と「
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
」の
文
字
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

玄
武
洞
は
、
単
に
美
し
い
柱
状

節
理
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

「
逆
転
磁
場
」と
い
う
地
球
科
学
上

の
重
要
な
現
象
が
世
界
で
初
め
て

発
見
さ
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
玄
武
洞
は
、
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
玄
武
岩
で
で
き
て

い
る
か
ら
玄
武
洞
、で
は
な
く
て
、

玄
武
洞
の
石
だ
と
い
う
の
で
玄
武

岩
と
い
う
名
前
に
な
り
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
う
と
、
硬
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
硬
派

の
玄
さ
ん
が
和
ら
げ
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

玄
さ
ん
の
特
技
は
、
石
垣
積
み

と
漬
物
づ
く
り
。
そ
う
い
え
ば
、

わ
が
家
の
裏
庭
に
も
、
六
角
形
の

漬
物
石
が
あ
り
ま
し
た
。

登
場
！
玄
武
岩
の
玄げ

ん

さ
ん

25

　

国
の
プ
ロ
グ
ラ
ム「
21
世
紀
東
ア

ジ
ア
青
少
年
大
交
流
計
画
」に
よ

り
、
モ
ン
ゴ
ル
国
学
生
訪
日
団
の
25

人
が
、
11
月
12
日
か
ら
17
日
ま
で
、

本
市
に
来
訪
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
・
大
学
生
の
23
人
は
、

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
で
、
中

貝
市
長
か
ら
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
話
を
聞
き
、
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民

族
博
物
館
も
見
学
し
ま
し
た
。
海

が
な
い
モ
ン
ゴ
ル
国
で
は
、
竹
野
で

の
塩
作
り
や
ス
ノ
ー
ケ
ル
教
室
な
ど

も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

　

ま
た
、
豊
岡
高
校
や
豊
岡
総
合

高
校
で
の
授
業
や
部
活
を
通
し
て

の
生
徒
と
の
交
流
は
、
双
方
に
と
っ

て
意
義
あ
る
楽
し
い
時
間
と
な
り

ま
し
た
。　
　

　

13
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
は
、
温
か
い
も
て
な
し

を
受
け
、
日
本
の
家
庭
生
活
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
・
14
日
、
姉
妹
都
市

の
長
野
県
上
田
市
を
訪
問
す
る
市

民
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

今
年
は
、
上
田
市
と
旧
出
石
町

が
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
か
ら
、

30
年
に
な
り
ま
す
。
上
田
市
か
ら

は
、
毎
年
、
出
石
の
お
城
ま
つ
り

に
来
訪
さ
れ
、
市
民
ツ
ア
ー
も
た

び
た
び
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
市
か
ら
の
市
民
ツ
ア
ー
は
、
新

市
に
な
っ
て
か
ら
は
、
初
め
て
の

こ
と
で
す
。

　

上
田
市
で
は
上
田
市
長
と
も
交

流
し
、「
信
州
上
田
城
け
や
き
並
木

紅
葉
ま
つ
り
」の
会
場
で
は
雨
に

遭
い
ま
し
た
が
、
見
事
な
紅
葉
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
生い
く

島し
ま

足た
る

島し
ま

神
社
、
善
光
寺
な
ど
の
名
所
も
回

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
本
市
の

21
世
紀
東
ア
ジ
ア
青
少
年
大
交
流
計
画

モ
ン
ゴ
ル
国
学
生
訪
日
団
が
来
訪
し
ま
し
た

ー
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
記
念
事
業
ー
豊
岡
市
民
ツ
ア
ー

バ
ス
ハ
イ
ク
～
姉
妹
都
市﹁
上
田
市
﹂を
訪
ね
る
～
を
実
施

市
民
間
交
流
も
図
れ
ま
し
た
。

神
鍋
診
療
所
に
着
任
さ
れ
た

上
坂
邦
夫
医
師
を
紹
介
し
ま
す

　

10
月
か
ら

神
鍋
診
療
所

に
勤
務
し
て

い
る
本
市
出

身
の
上
坂
邦

夫
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
主
に
外
科
を
専
門

と
し
て
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
な
ど

の
手
術
治
療
や
消
化
器
疾
患
・
救

急
医
療
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
医
療
の
立
場
か

ら
、
可
能
な
限
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

疾
患
に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
細
く
鼻
か
ら
挿
入
可
能

で
、
楽
に
検
査
を
受
け
ら
れ
る
最

新
の
胃
内
視
鏡
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

微
力
な
が
ら
、
少
し
で
も
地
域

の
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

▲モンゴル語の英訳を教える
訪日団の学生

▲生島足島神社でボランティアガ
イドの案内を受ける参加者たち
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城
崎
温
泉
マ
ナ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
任
命
式

温
泉
と
入
浴
の
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
す

城 崎城 崎

三
原
谷
の
川
の
風
ま
つ
り

今
も
変
わ
ら
ぬ
昔
の
姿
に
感
激
！

竹 野竹 野

秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
歌
碑
建
立

コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
の
感
動
と

か
な
書
文
化
を
永
遠
に

豊 岡豊 岡

▲任命証のバッグを持って、城崎泉隊オンセンジャーと
マナーを守る約束をする園児たち

　

10
月
31
日
、
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
で
、
歌

碑
建
立
竣
工
式（
豊
岡
か
な
書
碑
街
道
づ
く
り
実
行
委

員
会
主
催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
碑
に
は
、
秋
篠
宮
殿
下
・
同
妃
殿
下
が
、
平
成

18
年
歌う
た

会か
い

始は
じ
め

で
、
平
成
17
年
９
月
の
初
め
て
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
放
鳥
時
の
人
々
の
感
動
・
笑
み
を
詠
ま
れ
た

歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
長
の
岩
井
美
晴
さ
ん
は
、「
竹
野
出
身
の

か
な
書
道
会
重
鎮
・
仲
田
光こ
う

成せ
い

さ
ん
の
偉
業
を
引
き

継
ぎ
、
歌
を
詠
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
コ
ウ
ノ

ト
リ
放
鳥
の
感
動
と
意
義
を
後
世
に
伝
え
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。
揮き

毫ご
う

者
は
、
仲
田
さ
ん
が
創
設
し
た「
あ

き
つ
会
」理
事
長
の
米
本
一い
っ

幸こ
う

さ
ん
で
す
。

　

11
月
5
日
、
城
崎
保
育
園
で
城
崎
温
泉
マ
ナ
ー
レ

ン
ジ
ャ
ー
任
命
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
城
崎
町
商
工
会
青
年
部
が
、
城
崎
温
泉

と
い
う
財
産
と
入
浴
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
も
ら
お
う
と
、

同
園
の
園
児
29
人
に
7
月
か
ら
実
際
に
外
湯
に
入
る

な
ど
マ
ナ
ー
を
教
え
、こ
の
た
び
、マ
ナ
ー
レ
ン
ジ
ャ

ー
と
し
て
任
命
し
た
も
の
で
す
。

　

園
児
ら
は
、
同
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
長
の
中
貝
市
長

か
ら
任
命
の
証
し
と
し
て
バ
ッ
グ
を
受
け
取
り
、
そ

の
後
、
地
元
の
ヒ
ー
ロ
ー「
城
崎
泉
隊
オ
ン
セ
ン
ジ

ャ
ー
」と
温
泉
と
マ
ナ
ー
を
守
る
約
束
を
し
ま
し
た
。

今
後
、
園
児
ら
は
マ
ナ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
温

泉
と
入
浴
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
す
。

　

10
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
3
日
間
、
旧
大
森
小

学
校（
竹
野
町
桑
野
本
）を
メ
イ
ン
会
場
に
、「
三
原
谷

の
川
の
風
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
人
々
が
来
場
し
、に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

旧
大
森
小
学
校
は
、
昭
和
62
年
の
小
学
校
統
合
以

降
廃
校
で
し
た
が
、
こ
の
日
、
地
元
の
方
々
の
協
力

で
見
事
に
復
活
。「
美
し
い
め
し
碗わ
ん

展
」や
イ
タ
リ
ア

ン
シ
ェ
フ
奥
田
政
行
さ
ん
の「
学
校
レ
ス
ト
ラ
ン
」な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
中
に
は
、「
こ
の
教
室
ど
う
や
っ
た
？
」

と
懐
か
し
む
卒
業
生
の
姿
も
…
。
実
行
委
員
長
の
小

山　

一は
じ
め

さ
ん
は
、「
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
活

用
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲書家の米本一幸さん（左）と語るコウノトリファンクラ
ブ会長の柳生　博さん

▲旧大森小学校の講堂では｢石
いわ

見
み

銀山土
つち

江
え

子ども神
かぐ ら

楽｣
も披露された。子どもたちの見事な演技に拍手喝

かっ

采
さい
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赤あ
か

花ば
な

そ
ば
ま
つ
り

淡
い
ヒ
ス
イ
色
の
新
そ
ば
は

香
り
も
味
も
最
高

但 東但 東

第
11
回
全
日
本
身
体
障
害
者
野
球
選
手
権
大
会

身
体
障
害
者
野
球
の
甲
子
園

目
指
せ
！
日
本
一
‼

日 高日 高

出
石
お
城
ま
つ
り･

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
登
場

キ
ャ
ッ
プ
12
万
個
で

巨
大
な
モ
ザ
イ
ク
画
が
出
現

出 石出 石

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲日本一を目指し、最後まで全力プレーを続ける選手たち

　

11
月
7
日
・
8
日
の
2
日
間
、
県
立
但
馬
ド
ー
ム

で「
第
11
回
全
日
本
身
体
障
害
者
野
球
選
手
権
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
で
激
戦
を
勝
ち
抜
い
た
7

チ
ー
ム
、
1
7
7
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
福
本 

豊
さ
ん
の
始
球
式
で
始

ま
っ
た
大
会
で
は
、
片
腕
で
バ
ッ
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
た
り
、
グ
ロ
ー
ブ
を
持
ち
替
え
て
ボ
ー
ル
を
投

げ
た
り
、
見
事
な
プ
レ
ー
が
繰
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
会
場
を
沸
か
せ
た
の
が
選
手

全
員
の
全
力
プ
レ
ー
。
開
会
式
で「
熱
く
プ
レ
ー
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
名
古
屋
ビ
ク
ト
リ
ー
の
松

元　

剛つ
よ
し

選
手
が
宣
誓
し
た
と
お
り
、
最
後
ま
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▲親子でそば打ち体験。実際にしてみると、なかなか難
しい

　

11
月
３
日
、
但
東
町
赤
花
の
そ
ば
の
郷
で
、
赤
花

そ
ば
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
の
降
る
寒
い
日
で
し
た
が
、
赤
花
で

収
穫
し
た
十
割
そ
ば
の
新
そ
ば
が
味
わ
え
る
と
い

う
こ
と
で
、
多
く
の
方
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

広
場
で
は
、
バ
ン
ド
演
奏
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
が

行
わ
れ
、
そ
ば
打
ち
体
験
を
し
、
自
分
で
打
っ
た
そ

ば
を
食
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

赤
花
そ
ば
の
郷
生
産
組
合
長
の
本
田
重
美
さ
ん
は
、

「
今
年
は
、
そ
ば
の
収
穫
量
は
少
な
か
っ
た
が
、
品
質

は
と
て
も
い
い
」と
話
し
、
食
べ
た
方
も
、「
そ
ば
本
来

の
香
り
、
味
が
豊
か
で
、
後
味
も
す
っ
き
り
し
て
お

い
し
か
っ
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

11
月
3
日
、
第
39
回
出
石
お
城
ま
つ
り
が
出
石
城

跡
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
時
折
小
雨
の
降
る
中
、
約

3
万
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
創
立
40
周
年
を
迎
え
た
出
石
町
商
工
会

青
年
部
が
、
市
民
か
ら
集
め
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
の
う
ち
12
万
個
を
は
り
合
わ
せ
て
作
っ
た

巨
大
な「
奴や
っ
こ

」の
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
披
露
し
、
大
人

大
名
行
列
と
の
競
演
が
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。
同
部
部
長
の
上
坂
泰
三
さ
ん
は
、「
皆

さ
ん
の
協
力
で
30
万
個
の
キ
ャ
ッ
プ
が
集
ま
り
ま
し

た
。
今
後
も
回
収
を
続
け
、
今
年
度
中
に
40
万
個
集

め
て
ワ
ク
チ
ン
に
交
換
し
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち

に
届
け
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。 ▲来場者らの歓声を浴びた巨大なエコキャップアート

（縦5ｍ×横20ｍ）の横を進む大人大名行列
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自
分
で
石
け
ん
作
り

　
「
わ
が
家
で
は
こ
の
石
け
ん
を

使
う
と
肌
が
カ
サ
カ
サ
に
な
ら
な

い
ん
で
す
よ
」と
話
す
の
は
、
石

け
ん
作
り
に
取
り
組
む
野
世
英
子

さ
ん
。

　

野
世
さ
ん
は
、
3
人
目
の
子
ど

も
を
妊
娠
し
て
い
た
平
成
19
年
３

月
ご
ろ
、
肌
が
カ
サ
カ
サ
に
な
る

な
ど
の
体
調
の
変
化
が
あ
り
、
図

書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
食
べ

物
や
洗
剤
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
た

り
、
商
品
を
購
入
し
て
、
成
分
の

表
示
を
確
認
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
「
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
る
う
ち

に
、
合
成
化
学
物
質
が
人
や
環
境

を
悪
く
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
合
成
化
学
物

質
を
使
わ
な
い
で
、
自
分
で
石
け

ん
を
作
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

が
分
か
り
、
石
け
ん
作
り
を
始
め

ま
し
た
」と
、き
っ
か
け
を
話
す
野

世
さ
ん
。

石
け
ん
の
作
り
方
っ
て
？

　

野
世
さ
ん
は
、「
石
け
ん
は
結
構

簡
単
に
作
れ
る
ん
で
す
よ
」と
話

し
、
石
け
ん
を
作
り
始
め
ま
す
。

　

石
け
ん
作
り
は
、
ま
ず
、
材
料

の
配
分
を
計
算
し
、
2
つ
の
鍋
を

用
意
し
ま
す
。
1
つ
の
鍋
に
油
を

入
れ
て
温
め
、
も
う

1
つ
の
鍋
に
水
酸
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
と
水
を

入
れ
ま
す
。
す
る
と

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

の
鍋
は
ど
ん
ど
ん
温

度
が
上
が
り
80
度
以

上
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
か
ら
２
つ
の
鍋
を
40
度
に
な
る

ま
で
氷
な
ど
で
冷
ま
し
、そ
し
て
、

１
つ
の
鍋
に
入
れ
、
20
分
間
混
ぜ

続
け
る
と
ク
リ
ー
ム
状
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
を
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
っ

た
型
に
入
れ
、
約
１
カ
月
乾
燥
さ

せ
、
切
っ
て
完
成
で
す
。

　

野
世
さ
ん
は「
平
成
20
年
３
月

ご
ろ
に
初
め
て
石
け
ん
を
作
り
ま

し
た
。
油
の
配
合
、
泡
立
ち
方
、

し
っ
と
り
さ
や
硬
さ
と
か
、
今
の

石
け
ん
に
な
る
ま
で
苦
労
し
ま
し

た
」と
話
し
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
米
ぬ
か
石
け
ん

　

野
世
さ
ん
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
石

け
ん
を
作
ろ
う
と
、
油
は
、
オ
リ

ー
ブ
油
や
コ
コ
ナ
ッ
ツ
油
、
米
油

な
ど
を
使
っ
た
り
、
米
ぬ
か
や
ミ

カ
ン
、ハ
ー
ブ
、ハ
チ
ミ
ツ
な
ど
を

入
れ
た
り
し
ま
す
。

　
「
米
ぬ
か
は
、
無
農
薬
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
米
や
赤
米
の
ぬ
か
で
す
。

手
作
り
石
け
ん
で
肌
が
変
わ
り
ま

し
た
。
人
や
環
境
に
も
良
い
手
作

り
石
け
ん
を
も
っ
と
広
げ
た
い
の

で
す
が
…
」と
話
す
野
世
さ
ん
。

　

薬
事
法
で
は
、
自
宅
で
作
っ
た

化
粧
石
け
ん
は
販
売
で
き
な
い
た

め
、
県
内
の
工
場
で
製
造
し
た
手

作
り
石
け
ん
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

日
用
品
の
中
身
を
確
認
し
て

　
「
肌
が
弱
い
方
な
ど
に
、
合
成

化
学
物
質
の
悪
さ
を
伝
え
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
も
住
め
る
環
境
の
ま
ち
だ

か
ら
、
な
お
自
然
を
守
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
興
味
が
あ
る

方
と
、
家
で
一
緒
に
石
け
ん
を
作

り
た
い
で
す
」と
野
世
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

　

今
で
は
、「
今
使
っ
て
い
る
日
用

品
の
中
身
を
ご
存
じ
で
す
か
」と

い
う
チ
ラ
シ
を
作
っ
た
り
、
油
が

付
い
た
食
器
は
ボ
ロ
布
を
使
っ
て

ふ
き
取
り
、
下
水
道
に
流
さ
な
い

な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
み

も
進
め
て
い
ま
す
。

　

但
東
地
域
で
人
や
環
境
の
こ
と
を
考
え
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の

石
け
ん
作
り
に
取
り
組
み
、家
庭
か
ら
情
報
発
信
を
す
る
元

気
な
女
性
を
紹
介
し
ま
す
。

野の

世せ

英ひ
で

子こ

さ
ん（
38
歳
）但
東
町
奥
矢
根

▲人と環境にやさしい石けん
を作る野世さん。趣味は、石
けん・ハーブ・お菓子作り、
読書

人
と
環
境
に
や
さ
し
い

石
け
ん
作
り
に
取
り
組
む
元
気
人

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

石けん作り
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神
鍋
高
原
に
向
か
う
国
道
4
8 

2
号
沿
い
に
位
置
し
、
周
囲
に
は

美
し
い
田
園
が
広
が
る
静
修
保
育

園（
日
高
町
夏
栗
）。

　

10
月
23
日
、「
落ら
っ

花か

生せ
い

の
収
穫
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
様

子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

み
ん
な
元
気
に
出
発
だ
！

　

園
で
は
、
地
元
の「
道ど
う

場じ
ょ
う

老
人

ク
ラ
ブ
」の
方
々
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
年
間
約
30
種
類
の

野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
園
舎
の
裏
に
あ
る
畑
で

収
穫
し
ま
す
が
、「
落
花
生
」だ
け

は
、
道
場
老
人
ク
ラ
ブ
の
畑
が
舞

台
で
す
。

　
「
右
は
い
い
か

な
？
左
は
い
い
か

な
？
」。
長
靴
姿

の
園
児
た
ち
は
、

車
に
気
を
付
け
な

が
ら
元
気
に
〝
落

花
生
畑
〟
へ
出
発

し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
採
る
ぞ
！

　

た
く
さ
ん

収
穫
し
よ

う
と
楽
し

み
に
し
て

い
た
園
児

た
ち
。
し

か
し
、
今

年
は
、
野

ネ
ズ
ミ
が
一
足
早
く

〝
収
穫
〟し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で

も
園
児
た
ち
は
、

落
花
生
の
殻
が
い

っ
ぱ
い
落
ち
て
い

る
畑
か
ら
、
無
事
に

育
っ
て
い
る
落
花
生
を
探
し
出
し
、

力
い
っ
ぱ
い
収
穫
し
ま
す
。
例
年

と
比
べ
て
少
な
い
も
の
の
、
気
付

け
ば
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
が
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。　

摘
ん
で

き
れ
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
！

　

園
に
帰
る
と
、
落
花
生
を
枝
か

ら
一
つ
ひ
と
つ
摘
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
先
生
！
見
て
、こ
れ
！
」「
お
も

ろ
い
形
！
」

「
ち
ょ
ん

ま
げ
」「
お

化
け
」な
ど
と
笑
顔
で
言
い
な
が

ら
、〝
慣
れ
た
〟
手
つ
き
で
作
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

摘
ん
だ
落
花
生

は
き
れ
い
に
水

洗
い
。
残
っ
た

葉
っ
ぱ
も
栗
の

木
の
肥
料
に
し

よ
う
と
園
舎
裏
の

畑
へ
運
び
ま
す
。
大
変

な
収
穫
作
業
も
、み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
は
、お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
す
！

　

落
花
生
は
、
塩
ゆ
で
し
て
そ
の

日
の
お
や
つ
に
…
。
収
穫
し
た
日

で
な
い
と
食
べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
お
や
つ
は
、

自
分
た
ち
で
収
穫
し
た

分
、
お
い
し
さ
も
格
別

で
し
た
。

剣
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
！

『
豊
岡
剣
友
会
少
年
部
』（
豊
岡
）

　
「
ヤ
ー
、
メ
ー
ン
」。
豊
岡
小
学

校
体
育
館（
中
央
町
）に
元
気
な
声

が
響
き
渡
り
ま
す
。

　
「
豊
岡
剣
友
会
少
年
部
」は
、
昭

和
30
年
ご
ろ
、
豊
岡
剣

友
会
が
市
の
剣
道
教
室

を
指
導
し
て
い
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
発
足
し
、

昭
和
49
年
に
少
年
部
が

分
離
し
て
独
立
し
、
今

の
形
に
な
り
ま
し
た
。

　

練
習
は
火
・
木
曜
日

の
午
後
６
時
30
分
か
ら
、

豊
岡
小
学
校
体
育
館
で

行
い
、
現
在
、
小
学
１

年
生
か
ら
５
年
生
ま
で

の
23
人
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。

　

部
員
た
ち
は
、
練
習

の
始
ま
る
15
分
前
に
集

ま
り
、
き
ち
ん
と
一
礼

を
し
て
体
育
館
に
入
り

ま
す
。
新
入
部
員
は
、

ま
ず
、礼
の
仕
方
や
角
度
、
正
座

の
仕
方
、
剣
道
着
の
付
け
方
な
ど
、

作
法
の
指
導
か
ら
始
ま
る
た
め
、

練
習
時
の
動
作
の
機
敏
さ
、
姿
勢

の
良
さ
、
礼
儀
正
し
さ
に
は
驚
か

さ
れ
ま
す
。

　

練
習
は
、
準
備
体
操
か
ら
始
ま

り
、
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
構
え
か

ら
足
の
運
び
、
竹し
な
い刀
の
振
り
方

な
ど
を
行
い
ま
す
。
指
導

に
当
た
る
の
は
、
豊
岡
剣

友
会
の
会
員
な
ど
6
人
で
、

個
別
に
丁
寧
に
、
厳
し
く

指
導
し
ま
す
。
そ
の
か
い

あ
っ
て
、
部
員
の
中
に
は

但
馬
大
会
で
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
成
績
を
挙
げ
る
選
手

も
い
ま
す
。

　

同
部
代
表
で
指
導
者
の

小
西
誠
一
さ
ん（
若
松
町
）

は
、「
教
え
子
が
ど
の
よ
う

に
成
長
し
、
変
化
し
て
い

く
か
楽
し
み
」と
優
し
い

目
で
話
し
ま
す
。
し
か
し
、

中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
も

続
け
る
子
ど
も
が
少
な
い

こ
と
が
悩
み
と
か
…
。
小

西
さ
ん
は
、「
練
習
を
続
け

る
た
め
に
は
、
子
ど
も
・
保
護
者
・

指
導
者
が
三さ
ん

位み

一い
っ

体た
い

に
な
る
こ
と

が
必
要
。こ
れ
か
ら
も
っ
と
剣
道
人

口
を
増
や
し
、剣
道
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

静
修
保
育
園
（
日
高
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
園
児
46
人
〉

保
育
園
に
広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

�
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ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
8
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振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

　

平
成
20
年
の
被
害
総
額
は
、約

2
7
6
億
円
で
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

は
が
き
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
、

一
方
的
に
消
費
者
に
身
に
覚
え
の

な
い
有
料
情
報
利
用
料
の
支
払
い

や
、賃
金
の
返
済
な
ど
を
請
求
す

る
架
空
請
求
・
不
当
請
求
に
関
す

る
苦
情
相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

■
詐
欺
の
だ
ま
し
テ
ク
ニ
ッ
ク

　

振
り
込
め
詐
欺
は
、家
族
の
心

配
す
る
心
の
す
き
に
入
り
込
ん
だ

り
、多
重
債
務
者
の
弱
み
に
付
け

込
ん
だ
り
す
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

主
な
手
口
と
し
て
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

▽
架
空
請
求
詐
欺
⋮
は
が
き
や
封

書
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を

利
用
し
て
不
特
定
多
数
の
方
に

架
空
の
事
実
を
口
実
と
し
て
料

金
を
請
求
し
、だ
ま
し
取
る
。

▽
オ
レ
オ
レ
詐
欺
⋮﹁
俺
だ
よ
、

俺
﹂と
電
話
を
掛
け
、電
話
に

出
た
方
が
思
わ
ず﹁
○
○
ち
ゃ

ん
？
﹂な
ど
と
問
い
直
す
と
、

﹁
そ
う
、○
○
。実
は
事
故
に
遭

っ
ち
ゃ
っ
て
お
金
が
必
要
に
な

っ
た
。す
ぐ
に
お
金
振
り
込
ん

で
﹂な
ど
と
言
い
、指
定
し
た
銀

行
の
口
座
に
現
金
を
振
り
込
ま

せ
る
。

▽
融
資
保
証
金
詐
欺
・
貸
し
ま
す

詐
欺
⋮
消
費
者
金
融
な
ど
を
名

乗
り
、あ
た
か
も
低
金
利
で
融

資
を
す
る
よ
う

に
装
い
信
用
度

を
確
認
す
る
た

め﹁
保
証
金
﹂や

﹁
保
険
料
﹂﹁
紹

介
料
﹂な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
名
目

で
前
金
を
要
求

し
、口
座
に
現

金
を
振
り
込
ま

せ
る
。

▽
還
付
金
詐
欺
⋮
税
務
署
や
市
役

所
な
ど
を
名
乗
り﹁
税
金
や
医

療
費
な
ど
を
返
還
し
ま
す
﹂﹁
今

日
が
手
続
き
の
締
め
切
り
で
す
﹂

な
ど
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
ー
な
ど
の
A
T
M（
現
金
自

動
預
け
払
い
機
）に
行
か
せ
、携

帯
電
話
で
還
付
手
続
き
を
指
示

す
る
ふ
り
を
し
、犯
人
の
口
座

に
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。

■
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

･
身
に
覚
え
の
な
い

　

は
が
き
に
要
注
意
！

･
携
帯
電
話
に
来
た

　

請
求
メ
ー
ル
に
要
注
意
！

･
融
資
を
誘
う
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
に
要
注
意
！

　

被
害
に
遭
っ
て
い
る
方
の
ほ
と

ん
ど
は
、﹁
振
り
込
め
詐
欺
の
こ
と

は
知
っ
て
い
た
が
、ま
さ
か
自
分

が
被
害
に
遭
う
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
﹂と
話
し
て
い
ま
す
。

※
少
し
で
も﹁
お
か
し
い
﹂﹁
身
に

覚
え
が
無
い
﹂と
思
っ
た
ら
、最

寄
り
の
警
察
・
相
談
窓
口
な
ど

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

　

日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

　

一
口
に﹁
湿
地
﹂と
言
っ
て
も
い

ろ
ん
な
タ
イ
プ
が
あ
る
よ
ね
。
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
は
、
①
干ひ

潟が
た

や
サ

ン
ゴ
礁し
ょ
う

な
ど
の﹁
海
洋
沿
岸
域
湿

地
﹂、
②
河
川
や
湖
沼
な
ど
の﹁
内

陸
湿
地
﹂、
③
水
田
や
運
河
な
ど

の﹁
人
工
湿
地
﹂な
ど
、
幅
広
い
湿

地
を
対
象
と
し
て
い
る
ん
だ
。

　

で
も
、
条
約
に
登
録
さ
れ
る
に

は﹁
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
﹂と
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
、
例
え

ば
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
動
植

物
を
支
え
て
い
た
り
、
希
少
な
タ

イ
プ
の
湿
地
で
あ
っ
た
り
と
い
う

条
件
が
必
要
に
な
る
。

　

今
、
日
本
の
登
録
湿
地
は
、
釧く
し

路ろ

湿し
つ

原げ
ん（
北
海
道
）や
琵び

琶わ

湖こ
（
滋

賀
県
）な
ど
37
カ
所
・
約
1
3
1

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
世
界

中
の
登
録
湿
地
を
合
わ
せ
る
と
、

1
、8
7
1
カ
所
・
約
1
8
4
万

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
、

何
と
日
本
の
国
土
の
約
5
倍
に
も

な
る
ん
だ
！
で
も
、
兵
庫
県
内
に

は
、
ま
だ
登
録
湿
地
は
な
い
ん
だ

よ
ね
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
と
な
っ

て
い
る
円
山
川
や
冬
に
も
水
を
張

っ
た
田
ん
ぼ
、
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸

島
湿
地
な
ど
が
あ
る
豊
岡
盆
地
は
、

条
約
の
条
件
に
か
な
う
だ
ろ
う

か
？

　

も
ち
ろ
ん﹁
か
な
う
﹂は
ず
だ
し
、

そ
れ
ば
か
り
か
、
人
の
暮
ら
し
を

見
直
し
な
が
ら
絶
滅
種
の
復
活
を

支
え
る
湿
地
と
し
て﹁
日
本
の
代

表
的
な
場
所
﹂に
な
り
得
る
と
僕

は
思
う
ん
だ
！

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
係
☎
21

－

9
0
1
7

〜
国
際
条
約
の
湿
地
登
録
に
向
け
て
〜

ラ
ム
サ
ー
ル
へ
の
道
2

ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
っ
て
ど
ん
な
湿
地
？

《架空・不当請求はがき例》

民事訴訟裁判通達書
　訴訟番号　平成21（チ）第1234-5号
　この度、ご通知いたしましたのは、被告に対す
る民事訴訟裁判開始の通達です。原告に対しての
契約不履行につき原告側が提出した起訴状を指
定裁判所が受理したことを通知いたします。「裁
判取り下げ期日」を過ぎますので、記載期日に出
廷して頂きます。出廷拒否されますと民法（民事
訴訟法）に基づき原告側の全面勝訴となり裁判終
了後には、財産調査を得て動産物・不動産物の差
押及び給与、金融機関口座の凍結を裁判所執行官
のもと強制的に執行いたします。
以上を民事訴訟裁判通告とさせていただきます。
尚、書面通達となりますので個人情報保護のため
詳細は当局までご連絡下さい。
※ご連絡なき方には、勤務先等に郵送する場合も
ございますのでご了承ください。
　　 訴訟取り下げ最終期日　平成21年○月○日
　　　　0120-123-456
　　 電話受付時間　9：00～18：00
　　　〒102-○○○○
　　　　東京都渋谷区○○○○○
　　　　　　　　　㈱○○○○

ラ
ム
サ
ル
君
が
語
る
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■
自
治
功
労

▽
河
西
忠
雄（
日
高
町
荒
川
）

▽
安
治
川
敏
明（
京
町
）

▽
今
井
義
人（
中
郷
）

▽
北
村
英
樹（
正
法
寺
）

▽
木
本
弘
美（
日
高
町
猪
ノ
爪
）

▽
下
垣　

潔き
よ
し（
日
高
町
石
井
）

▽
白
谷
光
利（
中
郷
）

▽
高
階
正
夫（
日
高
町
宵
田
）

▽
中
島
義
高（
但
東
町
佐
田
）

▽
野
口
逸い

つ

敏と
し（
日
高
町
山
宮
）

▽
橋
本　

毅つ
よ
し（
上
佐
野
）

▽
橋
本
幹
夫（
竹
野
町
森
本
）

▽
松
原　

清（
城
崎
町
今
津
）

▽
山
本
康
弘（
泉
町
）

▽
吉
岡
虎と

ら

之ゆ
き（
日
高
町
森
山
）

■
社
会
福
祉
施
設
関
係
功
労
者

▽
橋
本
小
夜
子（
出
石
町
東
條
）

■
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

▽
岸
田
政ま

さ

太た

郎ろ
う（
城
崎
町
湯
島
）

▽
髙
岡
良
夫（
出
石
町
上
野
）

▽
田
中
英
美
子（
大
手
町
）

▽
谷
垣
英
夫（
城
崎
町
湯
島
）

　

ゆ
い
ち
ゃ
ん
の
か
わ
い
い
笑
顔
が

大
好
き
♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
す

く
す
く
育
っ
て
ね
♡

（
父 

洋
介
・
母 

麻
衣
、日
高
町
中
）

吉田唯
ゆい

奈
な

ちゃん
（平成19年12月4日生）

　

１
歳
お
め
で
と
う
。こ
れ
か
ら
も
元

気
に
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
。

（
父 

敏
行
・
母 

静
佳
、正
法
寺
）

上坂紗
さ

穂
ほ

ちゃん
（平成20年9月28日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

■
旭き

ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

▽
木
多
見
春
夫（
日
高
町
日
置
）

　

旧
日
高
町
議
会
副
議
長
な
ど
を

長
年
務
め
、地
方
自
治
の
発
展
に

貢
献
。

■
瑞ず

い

宝ほ
う

小し
ょ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

▽
松
井
瑛て

る

郎お（
泉
町
）

　

法
務
局
長
な
ど
を
長
年
務
め
、

法
務
行
政
に
貢
献
。

■
瑞
宝
双
光
章

▽
金か

な

谷や

毅き

元げ
ん（
出
石
町
魚
屋
）

　

公
立
高
校
長
な
ど
を
長
年
務
め
、

教
育
の
推
進
に
貢
献
。

■
瑞
宝
単
光
章

▽
松
原
行ゆ

く

夫お（
出
石
町
町
分
）

　

出
石
町
消
防
団
副
団
長
な
ど
を

長
年
務
め
、
災
害
予
防
に
貢
献
。

■
瑞
宝
双
光
章

▽
岡
本
吉よ

し

丸ま
る（
立
石
）

　

元
北
但
行
政
事
務
組
合
消
防
司

令
長
を
長
年
務
め
る
な
ど
、危
険

業
務
に
従
事
。

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙　
　

勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

第
58
回
兵
庫
県　

社
会
福
祉
大
会
知
事
表
彰

▽
西
田
春
枝（
出
石
町
町
分
）

▽
橋
本
幹
夫（
竹
野
町
森
本
）

▽
林　

広
子（
竹
野
町
三
原
）

▽
廣
瀨
明
美（
小
田
井
町
）

▽
細
田　

稔（
城
崎
町
上
山
）

▽
由
良
法
子（
出
石
町
八
木
）

■
優
良
里
親
等
功
労
者

▽
森
垣
俊
幸
・
益
代（
船
町
）

▽
豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

（
10
月
30
日
〜
11
月
3
日
、
総
合

体
育
館
）

■
招
待
作
家
の
部
・
招
待
優
賞

▽
書
道　

坪
内
翠す

い

楓ふ
う（
中
央
町
）

▽
写
真　

安
岡
政
則（
日
高
町
佐
田
）

▽
彫ち

ょ
う

塑そ

・
工
芸　

石
田
悦
子（
桜
町
）

■
一
般
の
部
・
市
長
賞

▽
絵
画　

小
野
弘こ

う

明め
い（
日
高
町
頃
垣
）

▽
書
道　

細
川
太た

い

翠す
い（
船
町
）

▽
写
真　

太
田
垣
由よ

し

己み（
日
高
町
山

宮
）

▽
彫
塑
・
工
芸　

小
林
一
夫（
一
日

市
）

■
高
校
の
部
・
市
長
賞

▽
書
道　

中
井
嶺れ

い

花か（
豊
岡
高
1
年
）

■
特
別
功
労
者

▽
絵
画　

佐
伯
武
彦（
戸
牧
）

▽
絵
画　

松
田
康
男（
中
央
町
）

▽
写
真　

飯
尾
寿と

し

久ひ
さ（
赤
石
）

■
寄
せ
植
え
部
門
・
最
優
秀
賞

▽
中な

か

谷た
に

邦
子（
但
東
町
相
田
）

　

ハ
ン
ギ
ン
グ
・
壁
掛
け
部
門
で

最
優
秀
賞
、額
縁
型
プ
ラ
ン
タ
ー

部
門
で
最
優
秀
賞
、花
壇
写
真
部

門（
家
庭
）で
も
優
秀
賞
を
受
賞
。

■
寄
せ
植
え
部
門
・
優
秀
賞

▽
佐
藤
菅
子（
日
高
町
庄
境
）

▽
田
結
庄
静
子（
日
高
町
府
市
場
）

▽
宮
口
良
子（
日
高
町
観
音
寺
）

■
ハ
ン
ギ
ン
グ
・
壁
掛
け
部
門
・

優
秀
賞

▽
仲
治
利
子（
日
高
町
池
上
）

▽
今
井　

悟（
中
郷
）

（
11
月
8
日
、
東
京
都
渋
谷
区
）

■
奨
励
賞

▽
田
口
沙
織（
但
東
中
3
年
）

（
9
月
19
日
・
20
日
、
福
井
市
）

▽
加か

賀が

見み

真
美（
日
高
町
久
斗
）

日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部
長

感
謝
状

兵
庫
県
自
治
賞

兵
庫
県
連
合
自
治
会
会
長
表
彰

第
60
回
豊
岡
市
美
術
展

2
0
0
9
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
ペ
・

ひ
ょ
う
ご

第
31
回
少
年
の
主
張
全
国
大
会

〜
私
の
主
張
2
0
0
9
〜

平
成
21
年
度 

日
本
P
T
A

全
国
協
議
会
会
長
表
彰

「
ち
り
と
て
ち
ん
杯
」

ふ
く
い
女
性
落
語
大
会
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●豊 岡 市 役 所
　☎23−1111
●城崎総合支所
　☎32−0001
●竹野総合支所
　☎47−1111
●日高総合支所
　☎42−1111
●出石総合支所
　☎52−3111
●但東総合支所
　☎54−1000

期　

間

催　

し

12
月
1
日（
火
）〜
10
日（
木
）

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

第
76
回
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う
」

豊
岡
市
国
際
交
流
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

☎
24
︱

5
9
3
1

　

年
末
は
、
慌
た
だ
し
く
、
忘
年

会
な
ど
飲
酒
の
機
会
も
増
え
、
い

ら
だ
ち
や
気
の
緩
み
が
起
き
や
す

く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
の
観

光
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
、
市
外
か

ら
の
観
光
客
が

増
え
る
こ
と
で
交
通
量
が
増
加
し

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
、
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
の
重
点　

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
夕
暮
れ
時
の
交
通
安
全

○
自
転
車
の
交
通
安
全

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

◆
飲
酒
運
転
撲
滅
！
「
ハ
ン
ド
ル

　

キ
ー
パ
ー
」を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
と
は
、「
自

動
車
で
飲
食
店

に
行
く
場
合
、

酒
を
飲
ま
ず
に

仲
間
な
ど
を
自

宅
へ
送
り
届
け

る
人
」を
言
い
ま
す
。飲
酒
す
る
場

合
は
、あ
ら
か
じ
め
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
を
決
め
、
飲
酒
運
転
は
絶
対

に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
市
内
で
交
通
死
亡
事
故
多
発
！

　

昨
年
1
年
間
の
4
人
を
上
回
り
、

交
通
事
故
で
6
人
の
方
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
5
人
は
高

齢
者
で
、
見
通
し
の
良
い
場
所
で

発
生
し
た
事
故
も
あ
り
、
次
の
点

に
注
意
が
必
要
で
す
。

○
加
齢
と
と
も
に
身
体
能
力
が
低

下
し
ま
す
。
高
齢
者
は
自
ら
運

転
す
る
場
合
も
、
長
年
培
っ
て

き
た
技
術
を
過
信
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
早
朝
や
深
夜
な
ど
の
運
転
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
係

☎
21
－
9
0
0
1

　

親
子
で
楽
し
く
、
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

12
月
22
日（
火
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時（
受
付
は
午
後
1

時
15
分
〜
）

▽
場
所　

豊
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー　

3

階　

調
理
室（
三
坂
町
）

※
駐
車
場
あ
り

▽
対
象　

3
歳
〜
就
学
前
の
子
ど

も
と
保
護
者

▽
参
加
費　

1
、0
0
0
円

▽
定
員　

11
組（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
ふ
き
タ
オ
ル

▽
申
込
期
間　

12
月
7
日（
月
）〜

14
日（
月
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

チ
ャ
イ
ル

ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

　

☎
29
－
3
9
0
0

◆
Tテ
ィ
ア
i
a
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

気
軽
に
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

12
月
11
日（
金
）午
後
6

時
30
分
〜
9
時

▽
場
所　

市
民
会
館　

3
階　

ギ
ャ

ラ
リ
ー（
立
野
町
）

▽
参
加
費　

無
料

※
持
ち
寄
り
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

飲
み
物
・
料
理
な
ど
を
1
品
持

参
く
だ
さ
い
。

◆「
雪
国
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
日
時　

12
月
19
日（
土
）午
後
6

時
〜
8
時

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

8
号
室（
日
高
町
国
分
寺
）

▽
参
加
費　

無
料

◆
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
生

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
募
集

　

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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教
育
委
員
会
会
議
の
傍
聴

　

12
月
の
定
例
教
育
委
員
会
を
開

催
し
ま
す
。
会
議
は
、
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
17
日（
木
）午
後
1

時
30
分
〜（
開
会
時
間
ま
で
に
お

越
し
く
だ
さ
い
）

▽
場
所　

出
石
総
合
支
所　

2
階

第
4
会
議
室

▽
問
合
せ　

教
育
総
務
課
教
育
総

務
係
☎
23
－
1
1
1
7

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
ふ
れ
あ
い
祭
り

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
13
日（
日
）午
前
11

時
30
分
〜
午
後
2
時

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

全
フ
ロ
ア
ー（
立
野
町
）

▽
内
容　

ゲ
ー
ム
、
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
作
り
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
、
お
化
け
屋
敷
、

腹
話
術
、
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
・

パ
ン
・
お
目
覚
め
用
品
な
ど
の

販
売
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど　

※
新
入
団
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　
（
社
）ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
兵
庫
県
第
61
団　

宮
田
つ
る

子
さ
ん
☎
23
－
7
9
5
4

教　

室

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
の
か
ら
の

お
知
ら
せ

☎
37
︱

8
2
2
2

　

手
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
来
年
の
干
支
・
ト
ラ
等
の
革
細

　

工
体
験
教
室
と
ミ
ニ
バ
ッ
グ

制
作
体
験
教
室

▽
日
時　

12
月
12
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗（
祥
雲

寺
）

▽
内
容　

か
ば
ん
に
使
用
す
る
革

で
リ
ア
ル
な
動

物（
ト
ラ
や
コ
ウ

ノ
ト
リ
な
ど
）

や
ミ
ニ
バ
ッ
グ

（
ア
ク
セ
サ
リ
ー
）

を
作
り
ま
す
。

▽
参
加
費　

無
料（
た
だ
し
、
材
料

代
実
費
6
0
0
円
〜
2
、0
0
0

円
程
度
必
要
）

▽
申
込
方
法　

10
人
以
上
の
団
体

の
み
、
事
前
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
団
体
で
の
申
込
み
の
場
合
、
別

の
日
程
を
設
け
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室

「
12
月
講
座
」

▽
日
時　

12
月
15
日（
火
）午
後
2

時
〜
4
時

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル（
出
石

町
水
上
）

▽
内
容　

和
風
の
寄

せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー　

園
芸
講
座
講
師　

宮
垣
義
巳
さ
ん

▽
参
加
費　

3
、0
0
0
円（
材
料

費
含
む
）

▽
募
集
人
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

12
月
4
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
環
境
衛
生
係

　

☎
23
－
5
3
0
4

◆
お
正
月
祝
い
飾
り
教
室

　

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
や
造
花
と
は
違

う
新
し
い
花
「
プ

リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
」
を
使
っ
て
、

お
正
月
飾
り
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

12
月
20
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗（
祥
雲

寺
）

▽
講
師　

ス
タ
ジ
オ　

ア
ン
ジ
ェ

リ
ッ
ク
．
ケ
イ

▽
参
加
費　

3
、0
0
0
円（
材
料

代
・
お
茶
付
き
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
ま

た
は
ペ
ン
チ
な
ど

▽
申
込
期
限　

12
月
18
日（
金
）

　

市
内
在
住
の
心
身
障

害
者（
児
）と
保
護
者
を

対
象
に
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

12
月
23
日（
水
）午
前
10

時
〜
午
後
2
時

▽
場
所　

日
高
文
化
体
育
館（
日
高

町
祢
布
）

▽
内
容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

昼
食
会
、
み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
な
ど
を
歌
う

▽
申
込
期
限　

12
月
4
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
社

会
福
祉
協
議
会
中
央
ン
タ
ー　

☎
43
－
1
3
3
3
ま
た
は
各
地

区
セ
ン
タ
ー

募　

集

「
み
ん
な
が
ハ
ッ
ピ
ー
！

ク
リ
ス
マ
ス
会
」参
加
者
募
集
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地域 保　育　所　名 対　象

豊岡
〔公立〕港・城南・西・東保育園
〔私立〕豊陵保育園 ６カ月〜就学前児童

〔私立〕みえ・チャイルドハウス保育園 ３カ月〜就学前児童
城崎〔私立〕城崎保育園

６カ月〜就学前児童
竹野

〔公立〕竹野保育園
〔公立〕森本へき地保育園 ３歳〜就学前児童

日高
〔私立〕こくふ・八代・蓼川・蓼川第二・
　　　  静修・三方保育園

６カ月〜就学前児童
※６カ月未満児は事前
　相談要〔公設民営〕清滝・西気保育園

出石〔私立〕出石愛育園・小坂保育園 ４カ月〜就学前児童

但東
〔公立〕合橋保育園 ６カ月〜就学前児童
〔公立〕高橋・資母保育園 11カ月〜就学前児童

南
小
学
校
区
在
住
の
児
童
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
申
込
方
法

　
【
新
規
の
方
】
こ
ど
も
育
成
課
、

各
教
育
委
員
会
分
室
、
各
保
育

園
に
あ
る
申
込
書
類
を
い
ず
れ

か
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　
【
継
続
の
方
】
必
要
書
類
を
保
育

園
か
ら
配
布
し
ま
す
の
で
、
各

保
育
園
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※
児
童
を
家
庭
で
保
育
で
き
な
い

な
ど
の
一
定
の
基
準
を
満
た
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
、
12
月
1
日

（
火
）か
ら
配
布
す
る

「
保
育
所
入
所
の
ご
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
期
間　

12
月

　

1
日（
火
）〜
21
日

　
（
月
）

※
土
・
日
曜

　

日
は
除
く

▽
入
所
決
定　

1
月

　

下
旬
に
面
接
、
3

　

月
上
旬
に
入
所
内

　

定
予
定

▽
問
合
せ　

こ
ど
も

　

育
成
課
保
育
園
係

　

☎
22
－
4
4
5
2

　

ま
た
は
各
教
育
委

　

員
会
分
室

平
成
22
年
度

　
　
　

保
育
所
入
所
児
募
集

平
成
22
年
度　

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ　

入
所
者
募
集

　

保
護
者
の
就
労

な
ど
に
よ
り
、
放

課
後
留
守
家
庭
児

童
の
健
全
な
育
成

と
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
小
学
校
低
学
年

児
童
を
中
心
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

1
年
間
通
し
て
利
用
を
希
望
す

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
定
員
に
余

裕
が
あ
る
場
合
は
、
幼
稚
園
児
も

利
用
で
き
ま
す
が
、
幼
稚
園
児
の

利
用
は
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

　

育
休
復
帰
な
ど
で
、
年
度
途
中

か
ら
の
利
用
を
希
望
の
方
も
、
こ

の
申
込
期
間
中
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
対
象　

放
課
後
留
守
家
庭
の
小

学
校
1
〜
3
年
生（
余
裕
が
あ
る

場
合
は
、
小
学
校
4
〜
6
年
生
、

幼
稚
園
児
も
対
象
）　

▽
申
込
方
法　

こ
ど
も
育
成
課
ま

た
は
各
教
育
委
員
会
分
室
、
各

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
い
ず
れ
か
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
26
日（
木
）〜

12
月
10
日（
木
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
育
成
課
こ
ど

も
育
成
係
☎
29
－
0
0
5
3

　

市
で
は
、
平
成
22
年
4
月
か
ら

の
保
育
所
入
所
希
望
児
の
申
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
産
前
・
産
後
、

育
児
休
業
復
帰
な
ど
に
よ
り
、
年

度
途
中
に
入
所
を
希
望
す
る
方
も
、

こ
の
機
会
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
内
在
住
で
あ
れ
ば
、
ど
の
地

域
の
保
育
所
で
も
申
し
込
め
ま
す

が
、
森
本
へ
き
地
保
育
園
は
竹
野

＜保育所一覧＞

 名称 開設場所  名称 開設場所

豊 岡

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

豊岡めぐみ
幼稚園 竹 野

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

竹野幼稚園

豊 岡
第 ２

豊岡ひかり
幼稚園 府 中 府中小学校

府中幼稚園

八 条 八条幼稚園
八条小学校 日 高 日高小学校

日高幼稚園
三 江 三江幼稚園 静 修 静修小学校
五 荘 五荘幼稚園 弘 道 出石幼稚園
五 荘
第 ２ 旧五荘公民館 福 住 福住幼稚園

田鶴野 田鶴野幼稚園 寺 坂 寺坂幼稚園
新 田 新田幼稚園 小 坂 小坂幼稚園
中 筋 中筋小学校 小 野 小野幼稚園
港 西 港西幼稚園 合 橋 合橋小学校
神 美 神美幼稚園 高 橋 高橋小学校
城 崎 城崎保育園 資 母 資母幼稚園

＜放課後児童クラブ一覧＞

※利用希望児童数により、開設できない場
合があります。
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平
成
22
年
度

　
　

市
立
幼
稚
園
園
児
募
集

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
相
続
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
会

▽
日
時　

12
月
19
日

（
土
）午
後
1
時
〜

4
時（
予
約
制
）

▽
場
所　

市
民
会
館

4
階　

中
会
議
室

（
立
野
町
）

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

人
権
擁
護
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　

10
月
1
日
付
け
で
、
木
下　

護ま
も
る

さ
ん（
日
高
町
芝
）が
、
法
務
大
臣

か
ら
引
き
続
き
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
3
年
で
、
ほ
か
の
16
人

の
委
員
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
人
権

問
題（
差
別
、
嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
、

体
罰
な
ど
）に
つ
い
て
、
相
談
に

当
た
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

総
務
課
行
政
係

　

☎
23
－
1
1
1
6

▽
対
象

①
平
成
16
年
4
月
2
日
〜
平
成
17

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
、
本
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
幼
児

②
平
成
17
年
4
月
2
日
〜
平
成
18

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
、
本
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
幼
児

※
②
は
中
竹
野
・
出
石
・
福
住
・
寺

坂
・
小
坂
・
小
野
幼
稚
園
の
み

▽
募
集
期
間　

12
月
1
日（
火
）〜

8
日（
火
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
申
込
方
法　

11
月
末
に
各
家
庭

へ
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
入
園

を
希
望
の
方
は
、
同
封
の
「
入

園
願
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
各
幼
稚
園
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
指
定
園

の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

こ
ど
も
育

成
課
こ
ど
も
育
成
係

　

☎
29
－
0
0
5
3
ま
た
は
各
市

立
幼
稚
園

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
12
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
、1
5
0
円
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

12
月
の
ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば

▽
日
時　

12
月
10
日（
木
）午
前
9

時
30
分
〜
11
時

▽
場
所　

豊
陵
保
育
園（
中
央
町
）

▽
内
容　

ま
ち
の
保
健
室
派
遣
、

健
康
相
談
、
育
児
相
談

▽
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務

所
☎
23
－
1
0
0
1

J
R
江
原
駅
東
駐
車
場
の

定
期
券
を
利
用
く
だ
さ
い

　

市
営
江
原
駅
東
駐
車
場
で
は
、

駐
車
場
使
用
料
の
定
期
利
用
割
引

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

駐
車
料
金
は
1
回（
24
時
間
）の

利
用
に
つ
き
3
0
0
円
で
す
が
、

1
カ
月
の
定
期
料
は
、6
、0
0
0

円
と
な
り
大
変
お
得
で
す
。

　

電
車
通
勤
の
方
、
周
辺
商
店
の

方
、
周
辺
に
居
住
の
方
も
、
ぜ
ひ
、

定
期
券
を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
定
期
券
利
用
の
注
意

・
定
期
券
は
江
原
駅
東
駐
車
場
の

み
利
用
で
き
ま
す
。

・
定
期
利
用
料
入
金
後
、磁
気
カ
ー

ド
の
定
期
券
を
発
行
し
ま
す
。

・
1
カ
月
と
は
、
月
初
め
か
ら
月

末
ま
で
で
す
。

・
先
着
順
と
し
ま
す
。

・
空
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
で
す
。

・
12
月
初
め
か
ら
3
月
末
ま
で
、

午
前
7
時
に
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
積
雪
が
あ
る
場
合
に
、

除
雪
を
行
い
ま
す
。

・
定
期
券
を
紛
失
し
た
場
合
、
再

発
行
料
が
掛
か
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
所
持
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

日
高
総
合

支
所
地
域
整
備
課

　

☎
21
－
9
0
5
6

相　

談

そ
の
他

月 日 担当医師・
住所

12
月

6日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

13日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

20日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

〔日程・担当医師〕

※診療時間：午前９時
〜午後５時

お詫びと訂正　10月25日号、36ページの ｢くらしの情報｣ の ｢狩猟シーズン到来　事故に注意！｣ の中の狩猟期限が ｢3月14
日（日）」とあるのは、｢2月15日（月）｣ の誤りでした。お詫びし訂正します。
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お知らせ　11月10日号、裏表紙の「12月の主な相談」の「結婚相談・10日（木）・竹野南地区公民館」は、場所が「竹野老人福祉センター」に変更になりましたのでお知らせします。

市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す

ネ
コ
の
飼
主
の
皆
さ
ん
へ　

〜
考
え
よ
う
他
人
の
迷
惑
〜

　

市
に
は
、「
ネ
コ
に
庭
や
家
屋
を

荒
ら
さ
れ
た
」「
ふ
ん
尿
で
汚
さ
れ

た
」「
餌
を
あ
げ
る
人
が
い
て
困
る
」

「
野
良
ネ
コ
が
増
え
て
困
る
」「
ネ
コ

を
敷
地
に
捨
て
ら
れ
た
」な
ど
の
苦

情
や
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
飼
主
の
気
配
り
と
責
任
あ

る
飼
育
で
改
善
で
き
ま
す
。

　

無
責
任
な
飼
育
は
、近
隣
の
方
々

に
迷
惑
を
掛
け
る
ば
か
り
で
な
く
、

動
物
に
と
っ
て
も
不
幸
な
こ
と
で

▽
市
交
際
費
の
区
分
別
内
訳

　
（
平
成
21
年
4
月
〜
9
月
）

※
詳
細
は
、
秘
書
広
報
課
で
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
秘
書
係

☎
23
－
1
1
1
4

す
。
ペ
ッ
ト
の
ネ
コ
は
、
飼
主
が

環
境
を
整
え
た
屋
内
で
十
分
に
暮

ら
せ
ま
す
。
交
通
事
故
・
病
気
か

ら
守
り
、
迷
い
ネ
コ
を
防
ぐ
た
め

に
も
屋
内
飼
育
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
飼
主
が
分
か
る
よ
う
に
、

首
輪
な
ど
に
身
元
の
表
示
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

ネ
コ
を
飼
育
す
る
方
は
、
責
任

を
持
っ
て
終
生
適
正
に
飼
育
を
し
、

ネ
コ
を
地
域
の
嫌
わ
れ
も
の
に
し

な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
み
だ
り
に
繁
殖
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
不
妊
手
術
を
す

れ
ば
、
望
ま
な
い
ネ
コ
が
産
ま

れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
繁
殖
に

関
す
る
ス
ト
レ
ス
か
ら
開
放
さ

れ
、
穏
や
か
に
過
ご
せ
ま
す
。

・
飼
主
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
飼

育
し
、
周
り
に
迷
惑
を
及
ぼ
す

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
無
責
任
に
野
良
ネ
コ
に
餌
を
与

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ど
う
し
て
も
飼
育
で
き
な
い
場

合
は
、
代
わ
り
の
飼
主
を
探
し

ま
し
ょ
う
。

・
ネ
コ
を
遺
棄
し
た
場
合
は
、
50

　
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
ま

す
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23
－
5
3
0
4

コ
ウ
ノ
ト
リ
人
工
巣
塔
設
置

に
か
か
る
募
金
の
お
願
い

　

日
高
町
商
工
会

で
は
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
野
生
復
帰
の
取

組
み
に
賛
同
し
、

地
域
で
の
定
着
を
目
指
し
、
日
高

地
域
内
に
新
た
な
人
工
巣
塔
1
基

の
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
設
置
費
の
募
金
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
完
成
し
た
人
工
巣
塔
は
、
市
に

寄
贈
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

▽
募
金
箱
設
置
場
所　

日
高
総
合

支
所
、日
高
町
商
工
会（
日
高
町

日
置
）な
ど

▽
募
金
箱
設
置
期
限　

12
月
20
日

（
日
）

※
詳
細
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

日
高
町
商
工
会

　

☎
42
－
1
2
5
1

地
籍
調
査
で
設
置
し
た

杭く
い

を
大
切
に
！

　
「
地
籍
調
査
事
業
」で
設
置
し
た

杭
は
、土
地
の
正
確
な
位
置
を
定
め

る
基
準
と
な
る
も
の
で
、境
界
を
明

示
し
た
り
、
今
後
の
土
地
の
利
活

用
に
も
役
立
つ
大
切
な
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
全
市
域
を
調
査
対
象

と
し
、
今
年
度
も
7
地
域
で
現
地

立
会
い
を
実
施
し
、
境
界
杭
や
測

量
す
る
た
め
の
杭（
上
部
に「
地
籍

調
査
」ま
た
は「
図ず

根こ
ん

多
角
」と
表
示
）

を
た
く
さ
ん
設
置
し
ま
し
た
。
う

っ
か
り
抜
か
な
い
よ
う
管
理
保
全

に
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
作
業
な
ど
で
支
障
が

あ
る
と
き
は
、
必
ず
地
籍
調
査
課

ま
で
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
故
意
に
よ
る
悪
質
な
無
断
抜
き

取
り
行
為
な
ど
は
、
国
土
調
査

法
違
反
な
ど
に
よ
り
罰
せ
ら
れ

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
土
地
を
守
る

地
籍
調
査
事
業
に
理
解
・
協
力
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

地
籍
調
査
課

　

☎
21
－
9
0
6
4

区　分 金額（円）

御　祝 祝　金 140,000
粗酒等 107,788

御　供 香典等 140,000
供　花 143,500

会費・負担金 112,500
贈　答　品 19,500
大会等「市長賞」 71,125
市政PRグッズ 176,940
合　計 911,353

▲測量基準杭（左・頭部は黄色）と土地
境界杭（右・頭部は赤または青）
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道
路
除
雪
に
協
力
く
だ
さ
い
！

　

今
年
も
ま
も
な
く
雪
の
季
節
を

迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
道
路
の
交

通
確
保
を
優
先
す
る
た
め
、
幹
線

道
路
や
歩
道
を
除
雪
路
線
と
定
め
、

積
雪
が
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

に
な
る
と
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を

行
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
協
力
く
だ

さ
い
！

◆
生
活
道
路
や
家
周
辺
の
除
雪
の

お
願
い

　

除
雪
路
線
以
外
の
生
活
道
路
や

家
周
辺
の
除
雪
は
、
地
区
、
近
隣

住
民
な
ど
で
協
力
し
て
除
雪
く
だ

さ
い
。

◆
道
路
へ
の
排
雪
禁
止

　

家
周
辺
の
雪
を
道
路
へ
捨
て
る

と
、
交
通
の
妨
げ
と
な
り
大
変
危

険
で
す
の
で
、
道
路
に
は
雪
を
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
屋

根
の
雪
下
ろ
し
も
交
通
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

◆
路
上
駐
車
の
禁
止

　

路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
路
上
駐
車
が

あ
る
場
合
、
車
両
を
傷
付
け
る
危

険
性
が
高
い
た
め
、
そ
の
路
線
の

除
雪
が
で
き
な
く
な
り
、
除
雪
作

業
が
遅
れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
側
に
植
木
鉢
や
ご

み
箱
な
ど
が
あ
る
と
、
除
雪
作
業

に
よ
り
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
ポ
ー
ル
な
ど
の
設
置

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
撤
去

不
可
能
な
工
作
物
が
あ
れ
ば
、積
雪

時
に
も
位
置
が
分
か
る
よ
う
ポ
ー

ル
や
看
板
な
ど
を
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
排
雪
場
所（
豊
岡
地
域
の
み
）

　

必
ず
次
の
指
定
の
場
所
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
横　

「
あ
や
め
橋
付
近
」（
4
ト
ン
ま
で

の
小
型
車
）

・
堀
川
橋
東
側
「
六
方
排
水
機
場

前
河
川
敷
」

◆
ご
存
じ
で
す
か
？
除
雪
Q
＆
A

Q　

除
雪
に
は
ど
の
く
ら
い
の
費

用
が
掛
か
っ
て
い
る
の
？

A　

市
が
1
日
に
除
雪
す
る
距
離

は
、
約
7
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

こ
れ
は

豊
岡
市

か
ら
秋

田
市
ま

で
の
直

線
距
離

に
相
当

し
ま
す
。
こ
の
距
離
を
市
と
委

託
業
者
の
除
雪
車
両
約
1
5
0

台
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
　

昨
年
度
の
除
雪
作
業
費
用
は
、

約
1
億
4
千
万
円
で
、
1
日
当

た
り
約
1
千
万
円
の
費
用
が
掛

か
っ
て
い
ま
す
。

Q　

除
雪
を
す
る
条
件
は
？

A　

市
で
は
、
12
月

1
日
か
ら
3
月
末

ま
で
を
除
雪
期
間

と
定
め
、
積
雪
が

基
準
以
上
に
な
る

と
除
雪
作
業
を
行

い
、
一
部
の
地
域
を
除
き
午
前

8
時
30
分
ま
で
に
除
雪
作
業
を

終
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Q　

除
雪
作
業
が
遅
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
…

A　

午
前
8
時
30
分
ま
で
に
除
雪

作
業
を
終
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
が
、
地
域
や
積
雪
状
況
、

路
上
駐
車
な
ど
の
影
響
で
遅
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

断
続
的
に
雪
が
降
っ
て
い
る
場

合
、
除
雪
作
業
を
終
え
た
路
線

で
も
、
再
び
積
雪
が
あ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

Q　

除
雪
作
業
で
玄
関
前
に
雪
の

塊か
た
ま
り

が
で
き
て
困
る
！

A　

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、道
路
の
交
通
確
保

を
優
先
し
て
除
雪
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

建
設
課
管
理
係

　

☎
23
－
1
1
1
5
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
整
備
課

※
除
雪
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
各

区
長
を
通
じ
て
お
願
い
し
ま
す
。

▽
国
道
・
県
道
に
関
す
る
問
合
せ

　

但
馬
県
民
局
豊
岡
土
木
事
務
所

道
路
保
全
課
☎
26
－
3
7
5
3

　

播
但
連
絡
道
路
で
は
、
平
成
21

年
度
冬
期
か
ら
、
降
雪
に
よ
り
普

通
タ
イ
ヤ
の
走
行
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
で
も
、
冬
用
タ
イ
ヤ
装
着

車
に
限
り
通
行
が
可
能
と
な
り
ま

す
。利
用
す
る
方
は
、左
記
指
導
場

所
で
タ
イ
ヤ
確
認
を
行
い
ま
す
の

で
、冬
用
タ
イ
ヤ
を
準
備
く
だ
さ
い
。

▽
冬
用
タ
イ
ヤ
指
導
区
間　

市
川

北
I
C
ま
た
は
朝
来
I
C
〜
和

田
山
J
C
T

▽
冬
用
タ
イ
ヤ
指
導
場
所　

和
田

山
J
C
T
、
朝
来
I
C
、
市
川

S
A
ま
た
は
朝
来
S
A

▽
問
合
せ　

播
但
連
絡
道
路
管
理

事
務
所

　

☎
0
7
9
2
－
22
－
4
9
0
0

播
但
連
絡
道
路
の
冬
期
通
行

▲除雪の様子（泉町）



　貸出可能点数が２倍になります！
　年末年始の休館に伴い、12月14日（月）から27日（日）まで、貸出可能点数が通常の２倍になります

（図書20点、うちCDは10点まで）。
　ぜひ、この機会に、たくさんの本やCDをお楽しみください。
　なお、年内は27日（日）まで開館しています。

今月の本

日 曜日 時間 場所 行　事　名
1 火 （休館日）
2 水 10：30～ 出石 えほんのとびら

3 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
11：00～ おはなしのゆりかご

4 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば
5 土 10：30～ 竹野 土曜おはなしのへや
6 日 13：30～ 城崎 クリスマス映画会
7 月
8 火 （休館日）
9 水

10 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
11 金 13：30～ 本館 ブックトーク研修会

12 土

10：10～ 本館 土曜としょかん
10：30～ 城崎 おはなしのこべや
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの
11：00～ 但東 えほんのじかん（合橋地区公民館）

13 日
14 月
15 火 （休館日）
16 水
17 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
18 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば

19 土

10：30～ 竹野 おはなし玉手箱－さむい冬のあったか～いものがたり－
10：30～ 但東 おはなしのもり
14：00～ 本館 としょかん映画会
15：00～ 但東 切り紙Ａｒｔ

18：30～ 出石 歌と語りの夕べ～クリスマスコーラスと
ストーリーテリング（ひぼこホール）

20 日 13：20～ 本館 第９回古文書講座（初級）
15：00～ 第９回古文書講座（中級）

21 月
22 火 （休館日）
23 水・祝（休館日）

24 木 10：00～ 出石 お母さんのためのおはなし会（出石子育てセンター）
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会

25 金 13：30～ 日高 おたのしみ会わくわくランド（日高子育てセンターホール）

26 土
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの
10：30～ 出石 おはなし会
14：00～ 本館 おはなし会

27 日 10：30～ 日高 おはなし会
28 月 （休館日）
29 火 （休館日）
30 水 （休館日）
31 木 （休館日）

＜ 一 般 ＞
クリスマスリース
斎藤勝子　制作・監修（辰巳出版）

※詳細は、各館へ問い合わせください。

　手づくりのクリスマスをお楽しみ
ください。

＜ 児 童 ＞
おもいでのクリスマスツリー
グロリア・ヒューストン／文
バーバラ・クーニー／絵

（ほるぷ出版）

　小さな村の感動的なクリスマス。
ここでは、村人が毎年交代で教会の
ツリーを準備しますが、ある年…。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

１2月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎52-5489（出石農村環境改善センター１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

１2月の行事予定
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12 月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料で、どなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

子育てミニ講話
日　時 24日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者

内　容 栄養のお話（講師　栄養士　平田ゆかりさん）
「子どものおやつ、どんなふうにあげたらいい？」

お楽しみ会「わくわくランド」
日　時 25日（金）午後１時30分～３時30分
対　象 乳幼児と保護者および小学生
内　容 お楽しみ会とクリスマスリース制作

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石ふれあいセンター）土・日・水（午後）曜日休館

クリスマス会
日　時 21日（月）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　40組程度
内　容 ハンドベル･人形劇･サンタさんからプレゼント　など
参加費 1組100円
申込期間 12月７日（月）～16日（水）

わらべうた＆折り紙遊び

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東中央体育館）土（午後）・日・月曜日休館

子育て座談会
日　時 ８日（火）午前10時～11時30分
場　所 但東健康福祉センター　２階
対　象 子育て中の保護者　　託児あり
内　容 悩み相談、子育てワンポイントアドバイス
講　師 臨床心理士　賚

たもう

　純
じゅん

雄
ゆう

さん

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ①ほっとたいむ ７日（月）、24日（木）午前11時～

②おやこふれあいたいむ 21日（月）午前10時30分～
場　所 ふれあい広場
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②紙芝居やお手玉で遊ぶ
その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎健康福祉センター２階）土・日・月曜日休館

クリスマス会

サンタがやってきた‼
日　時 ８日（火）午前10時～正午
場　所 竹野健康福祉センター
対　象 乳幼児と保護者
内　容 サンタとゲーム、キャンドルサービス
参加費 親子1組500円（１人増200円追加）
申込期間 11月24日（火）～12月１日（火）

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！
日　時 ６日（日）午前10時30分～11時30分
場　所 日高子育てセンター　子育てひろば「きっずらんど」
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子運動遊び（講師　こども育成課　仲義　健）

絵本の読み聞かせ
日　時 24日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 センター職員による絵本の読み聞かせ

なかよし広場
日　時 17日（木）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）、子育て支援ボランティア

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 24日(木)午前10時～11時30分
対　象 子育て中の母親　10人程度　託児あり
内　容 図書館出石分館職員による絵本の読み聞かせ　など
申込期限 12月18日(金)

お母さんのためのおはなし会

日　時 ２日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 簡単なわらべうた、折り紙｢サンタさん｣

クリスマス会

たまごボーロ　スペシャルたいむ
日　時 11日（金）午後２時～
場　所 子育て学習室
対　象 乳幼児と保護者

内　容 豊岡総合高校のお姉さんたちと遊びます。
手遊び・おはなしなど

おはなし広場
日　時 12日（土）、26日（土） 午前10時30分～11時
場　所 子育て学習室
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

おやこっこ劇場
日　時 19日（土）午前10時30分～
場　所 子育て学習室
対　象 乳幼児と保護者　各150人（きょうだいの参加可）
内　容 パネルシアター＆ブラックパネルシアター
その他 整理券を11月30日（月）から配付します。

折り紙遊び
日　時 22日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節行事に役立つ折り紙

わいわいコーラス
日　時 16日（水）午前10時～11時30分
場　所 竹野地区公民館
対　象 乳幼児と保護者
内　容 クリスマスソング、冬の歌、アニメソングなどを歌う。

絵本の読み聞かせの会
日　時 10日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

お誕生会
日　時 16日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 パネルシアターなど

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野児童館内）土（午後）・日・月曜日休館

※竹野子育てセンターは、改修のため12月15日（火）～　 　  　
　3月31日（水）まで閉館します。詳細は、問い合わせください。

※
場
所
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
各
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

日　時 16日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 楽しい出し物、サンタさんとお話、お楽しみ会
参加費 １家庭300円程度
申込期限 12月９日（水）

日　時 16日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 サンタさんと遊ぼう
参加費 親子１組300円（1人増100円追加）
申込期限 12月９日（水）
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
出石文化会館ひぼこホール（出石町水上）

☎52−6222  FAX 53−2131

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
図書館本館､ 城崎･竹野･日高地区公民館、ひぼこ
ホール、但東市民センターでも購入できます。

■カウントダウンフェスティバル
フリーサウンドオーケストラと
ひぼこホールで新年を迎えよう‼

　出石のそば屋で年越しそばを
食べて、ひぼこホールで演奏を
聴き、近くの神社に初詣。皆さ
ん一緒に新年を迎えましょう。

　12月31日（木）
　　開演22：30（開場22：00）
◇内　容　フリーサウンドオーケストラの演奏、 津

軽三味線、よさこい踊り、バンド演奏、市
歌斉唱　ほか

◇入場料　無料

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館)
メールアドレス plaza@city.toyooka.lg.jp

■第63回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんで
いただくために、交流サロンを利用
して、毎月1回程度コンサートを開
催しています。気軽にお立ち寄りく
ださい。
　12月13日（日）　開演13：00
◇場　所　交流サロン
◇出　演　THE STRAWBERRY FIELDS
◇内　容　ビートルズを聴きにおいでYa!Ya!Ya!
◇曲　目　P.S I Love You、In My Life、Let It Be
　　　　　ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

　１月17日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇資　格　２人以上の家族
◇内　容　歌・器楽演奏または、それらの組み合わ

せで１家族１曲の発表（カラオケ可）
◇募集組数　20組
◇参加費　無料
◇申込期限　12月20日（日）
◇申込方法　所定の応募用紙、または住所、出場者

名、年齢、続柄、連絡先、曲名と歌手
名、器楽演奏、カラオケの有無を記入の
上、郵送、ファックス、またはメール
で申し込みください。

　　　　※応募者多数の場合は、抽選します。
　　　　　なお、出場者決定は、12月末にお知らせ

します。

■〜プラザほのぼの企画〜
第３回新春ファミリー音楽祭

出場家族募集！
　豊岡市ホールスタッフクラブとの共催企画とし
て、家族で参加する楽しい音楽祭を開催します。皆
さん、ぜひ、家族で出場ください。

市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館)

■さだまさしアコースティックコンサート
　３月20日（土）
　　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席指定
　　　　　一般7,140円、
　　　　　友の会6,800円
　　　　　（当日券は各
　　　　　500円増）
◇チケット発売日
　友の会　11月28日（土）
　一　般　12月５日（土）
　（各プレイガイドでも
　購入できます）

　１月９日（土）　
　　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　たんたん落語会、
　　　　　たんたん落語笑年団
◇入場料　全席自由
　　　　　一般500円、高校生以
　　　　　下、65歳以上300円
◇託　児　託児（１歳半〜就学未満）を希望の方は、

12月24日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■第９回プラザ寄席｢ふれ愛亭｣
　恒例となった大人気の寄席です。

■サロンコンサート集大成
ミュージック｢ア・ラ・カルト｣

　　　　〜冬にうたう〜
　交流サロンで毎月開
催している｢サロンコン
サート｣の出演者による
ステージです。

　12月19日（土）　
　　開演19：00
　　（開場18：30）
◇場　所　ほっと
　　　　　ステージ
◇出　演　自由電子、豊岡マンドリン･ギターアンサ

ンブル、松森美樹、女声合唱団コスモスシ
ニア、フリーサウンドオーケストラピッ
クアップメンバー

◇入場料　全席自由　シングル500円、ペア800円、
　　　　　高校生以下無料
◇託　児　託児（１歳半〜就学未満）を希望の方は、
　　　　　12月９日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

春歌亭丹馬
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平成21年11月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

合　計   89,696人 （－53人）

男　性   42,884人 （－25人）

女　性   46,812人 （－28人）

世帯数   32,227世帯（＋28世帯）

12月の主な行事
DECEMBER

平成21年

₁₃（日）ガールスカウトふれあい祭り(11：00～市民会館)
第63回サロンコンサート(13：00～豊岡市民プラザ)

₁₄（月）

₁₅（火）わいわいコーラス(10：00～竹野子育てセンター)
手作りおもちゃ(10：00～出石子育てセンター)

₁₆（水）

₁₇（木）なかよし広場(9：30～市民プラザ)

₁₈（金）

₁₉（土）｢雪国ホームステイ｣クリスマスパーティー
(18：00～日高農村環境改善センター)

第６回ミュージック「ア・ラ・カルト」
(19：00～豊岡市民プラザ)

₂₀（日）消防団年末警戒（市内全域、～30日）

₂₁（月）おやこふれあいたいむ
(10：30～子育て総合センター)

₂₂（火）みんなで大掃除(10：00～竹野子育てセンター)

₂₃（水）天皇誕生日
JAZZ&LATIN X'mas Concert 2009 
（18：00～、19：10～道の駅｢神鍋高原｣)

₂₄（木）絵本の読み聞かせ
(10：30～城崎子育てセンター)

子育てミニ講話(10：30～日高子育てセンター)
ほっとたいむ(11：00～子育て総合センター)
かにサンタのクリスマスイベント

(10：30～JR城崎温泉駅前)

₂₅（金）　

₂₆（土）

₂₇（日）

₂₈（月）

₂₉（火）

₃₀（水）

₃₁（木）カウントダウンフェスティバル
(22：30～出石文化会館ひぼこホール)

₁（火）第46回企画展「世界の刺
し

繍
しゅう

～糸が描く花と樹
～高橋紀世子コレクション」

(日本・モンゴル民族博物館、～８日)
第18回企画展「山陰本線100年−八鹿～城崎
開業百年−」(但馬国府・国分寺館、～12日)

₂（水）わらべ歌＆折り紙遊び
(10：30～出石子育てセンター)

手作り教室(10：00～合橋地区公民館)

₃（木）

₄（金）ふるさと但馬学生フェア
(14：00～コウノトリ但馬空港ターミナル)

市政重要施策の市民説明会
(19：30～城崎総合支所)

₅（土）市政重要施策の市民説明会(10：00～但東
総合支所、13：00～出石農村環境改善セン
ター、16：00～日高農村環境改善センター)
とよおかこどもまつりパートⅡ

(11：00～豊岡市民プラザ)
市民ふれあいの集い(13：00～市民会館)
森　公美子コンサート

(18：30～出石文化会館ひぼこホール)

₆（日）パパと遊ぼうＤＡＹ！(10：30～日高子育てセンター)
第５回市民講座「コウノトリ・アレンジメント教室」

（13：30～コウノトリ文化館）

₇（月）ほっとたいむ(11：00～子育て総合センター)
市政重要施策の市民説明会

(19：30～竹野総合支所)

₈（火）子育て座談会(10：00～但東健康福祉センター)

₉（水）クリスマスグッズ作成
(10：30～城崎子育てセンター)

₁₀（木）第47回企画展「アジアの凧
たこ

」
(日本・モンゴル民族博物館、～１月19日)

絵本の読み聞かせの会
(10：30～日高子育てセンター)

₁₁（金）たまごボーロスペシャルたいむ(14：00～子育て総合センター)
T
ティア

iaクリスマスパーティー(18：30～市民会館)

₁₂（土）奥神鍋スキー場人工雪コースオープン(8：30～奥神鍋スーパーコース)
おはなし広場(10：30～子育て総合センター)
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　お正月に始まり、節分、ひな祭り、端午の節句、盆、大みそかと１年の間にはいろいろな年中行
事があります。また、人の一生には、誕生から初節句、成人式、結婚、厄払い、還暦などの通過儀
礼があります。これらは、私たちの日常生活に強く結び付いて行われてきましたが、生活の変化によっ
て姿を消しつつあります。

【表紙写真】11月５日、市の石「玄武岩」にちなんだ豊岡市のマスコットキャラクター・玄武岩の「玄さん」の発表会を、玄武洞
公園（赤石）で行いました。これは、山陰海岸ジオパークの世界ジオパークネットワークへの登録申請を間近に控え、PRの助っ人
として作製したものです。玄さんは、今後、地域のジオ活動の支援や観光PRに活躍する予定です。

Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

田
た

ノ
の

口
く ち

の賽
さ い

の神
か み

祭
まつり

（市指定）日高町田ノ口 松
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（市指定）佐野

歴史 探訪
～文化財を巡る～❺

「無形民俗文化財（年中行事など）」

幟
のぼり

まわし（市指定）出石町宮内


